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　みなさんは，２年生までの生活科の学
がく

習
しゅう

を終
お

え，３

年生から社会科の学習が始
はじ

まります。

　３年生・４年生では，わたしたちの住
す

んでいる三条

市の人
ひとびと

々のくらしの様
よう

子
す

や，そのくらしをよりよくす

るための人
ひとびと

々の工
く

夫
ふう

や努
ど

力
りょく

について学習することにな

ります。

　「わたしたちのまち三条」は，みなさんが三条市のこ

とについて考えるときに必
ひつ

要
よう

な，地図・写
しゃしん

真・グラフ・

仕
し

事
ごと

の中心になっている人々の話などを集
あつ

めました。

　これらの資
し

料
りょう

をよく読みとり，さらに身
み

近
ぢか

なところ

を見学して，たしかめ合ってください。また，みなさ

んが調
しら

べたことも，いろいろな地図や資料にまとめて

みましょう。

　このような学習をとおして，三条市の様子がよくわ

かるようになるだけでなく，三条市の人々のくらしを

よくするために，どんな問
もんだい

題を，どのように解
かいけつ

決した

らよいかについても考えてください。

　この本をおおいに活用し，社会科の学習を楽しいも

のにするとともに，学習したことを生かしてみんなで

よりよい三条市を創
つく

っていきましょう。

この本を利
り

用
よ う

されるみなさんへ
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表紙の写
し ゃ し ん

真

三条祭
まつ

りのしゃぎり（三条地
ち

区
く

・本町など）

　５月15日，八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の大名行列
れつ

にさきがけて，市内小学校児
じ

童
どう

がかさぼこ
を引き，笛

ふえ

や太
たい

鼓
こ

を演
えん

奏
そう

する「しゃぎり」というパレードを行ったり，み
こしをかついだりして祭りを盛

も

り上げてきた。

三条の金
かなもの

物
　三条の商

しょう

人は，江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から日本各
かく

地
ち

をまわり，金物を販
はんばい

売していた。
昔
むかし

は大工道具
ぐ

や，農
のう

具
ぐ

などをつくっていたが，現
げんざい

在は包
ほう

丁
ちょう

や園
えんげい

芸用具，作
さ

業
ぎょう

工具なども多くつくられている。

大
だい

名
みょう

行
ぎょう

列
れつ

（三条地区・八
はち

幡
まん

町
ちょう

など）

　５月 15 日，八幡宮
ぐう

の春
しゅん

季
き

大
たいさい

祭が行われ，十万石
ごく

の格
かくしき

式があるといわれる
大名行列が町をねり歩く。みこしを先

せんどう

導する高い足
あし

駄
だ

を履
は

いた天
てん

狗
ぐ

様
さま

も人
気がある。三条市文

ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されている。

中
なかうら

浦ヒメサユリ森
しんりんこうえん

林公園（下田地区・中浦）

　市の花ヒメサユリが群
ぐんせい

生する緑
みどり

ゆたかな公園。なだらかな山の地形を生
かした遊

ゆう

歩
ほ

道
どう

で園内を一周
しゅう

したり，キャンプ場で野
や

外
がい

炊
すいはん

飯を楽しんだりで
きる。休日には子どもたちでにぎわう。

三条凧
いかがっせん

合戦（三条地区・上
かみ

須
す

頃
ごろ

・防
ぼう

災
さい

ステーション）

　古くから，ひと月遅
おく

れの端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

に行われてきた行事で，現
げんざい

在も６月
の第１土曜，日曜に開

ひら

かれる。高さ２〜３メートルもある大きな六
ろっ

角
かく

凧
たこ

で，2８チームにより，相
あい

手
て

の凧を落
お

とす競
きょう

技
ぎ

が行われる。

雨
ま

生
おい

の大
だいじゃ

蛇祭（下田地区・荻
おぎぼり

堀など）

　大蛇祭は，８月に開かれる「しただふるさと祭り」の行事の一つ。下田
地区の英

えいゆう

雄五
い

十
か

嵐
らし

小
こ

文
ぶん

治
じ

の伝
でんせつ

説にちなんだまつりで，大蛇に姫
ひめ

を乗
の

せた行
列は，八

や

木
ぎ

神
じんじゃ

社で出
しゅっ

発
ぱつ

式
しき

が行われる。

J
ジェーエー

A えちご中
ちゅう

越
えつ

のカントリーエレベーター（栄地区・善
ぜん

久
きゅう

寺
じ

）

　栄地区にあるカントリーエレベーターは，刈
か

り取
と

ったあとの籾
もみ

を，自
し

然
ぜん

乾
かんそう

燥して冷
れい

却
きゃく

し，低
ていおん

温で貯
ちょぞう

蔵する。新
しんせん

鮮な状
じょう

態
たい

で籾を貯蔵できる冷却装
そう

置
ち

は，
平成 12 年に設

せっ

置
ち

された。

しらさぎ森林公園（栄地区・矢
や

田
だ

）

　広い公園には６月中
ちゅう

旬
じゅん

になると花菖
しょう

蒲
ぶ

が一面
めん

に咲
さ

く。人と自然のふれあ
いを目

もくてき

的としたこの公園は，ふれあい広場・ちびっこの丘
おか

などもあり，全
ぜん

部
ぶ

で６万 8000 平
へいほう

方メートルの広さがある。

6 7
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発
は っ て ん

展するまち三条市

8 9

わたしたちのまち，三条市は

どのようなまちなのでしょうか。

みんなで学
がく

習
しゅう

していきましょう。
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三条小

北
陸
自
動
車
道

J
R
上
越
新
幹
線

J
R
信
越
本
線

月岡小

大浦小

旭小

保内小

長沢小

笹岡小

飯田小

大崎学園

裏館小

上林小
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中ノ口川

J
R
弥
彦
線

井栗小

須頃小

西鱈田小

嵐南小

大面小

栄中央小

栄北小

4

3

6
5

2

1

9
10

11

森町小

7

8

み つけ

見附市

ご せん

五泉市

あ が

阿賀町

うおぬま

魚沼市

か も

加茂市

つばめ

燕 市

とち お
長岡市
（栃尾地区）

にいがた みなみ

新潟市（南 区）

一ノ木戸小

ふく しま みなみあい づ ぐん

ただ み
福島県南会津郡
只見町

おかなが

　　　　　　　 

三条市の位置
い ち

①国道８号
ごう

の様
よう

子
す

（直
すぐ

江
え

町
ちょう

）

②発
はってん

展する燕
つばめ

三条駅
えき

周
しゅう

辺
へん

（須
す

頃
ごろ

）

③工場が多く集
あつ

まっている所
ところ

（金子新田工
こう

場
じょう

団
だん

地
ち

） ⑤店の多い所（上
かみ

須頃）

④水田が広がる栄地
ち

区
く

（新
にいぼり

堀） ⑥五
い

十
か

嵐
らし

川下
か

流
りゅう

の様子（本町）

10 11

三条小

北
陸
自
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J
R
上
越
新
幹
線

J
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月岡小

大浦小

旭小

保内小

長沢小

笹岡小

飯田小

大崎学園

裏館小

上林小

大島小
信濃川
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J
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弥
彦
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嵐南小

大面小
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栄北小
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3

6
5

2

1

9
10

11

森町小

7

8

み つけ

見附市

ご せん

五泉市

あ が

阿賀町

うおぬま

魚沼市

か も

加茂市

つばめ

燕 市

とち お
長岡市
（栃尾地区）

にいがた みなみ

新潟市（南 区）

一ノ木戸小

ふく しま みなみあい づ ぐん

ただ み
福島県南会津郡
只見町

おかなが

　　　　　　　 

三条市の位置
い ち

⑧粟
あわ

ヶ
が

岳
たけ

（飯
いい

田
だ

より）

⑨果
か

樹
じゅえん

園が広がる大
おおじま

島地区（大島）

⑩信
しな

濃
の

川
がわ

沿
ぞ

いに広がる畑
はたけ

（三
さんがん

貫地
じ

）

⑪庭
にわ

づくりが盛
さか

んな保
ほ

内
ない

（下
しも

保内）⑦五十嵐川上
じょう

流
りゅう

の様子（塩
しお

野
の

渕
ふち

）
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　学校のまわりをた
んけんして，もっと
近くで見ましょう。

1  見つめよう　わたしたちのまち

（1）屋
おく

上
じょう

から見た学校のまわり
　　（裏

うらだて

館小学校）

南

北

西

東
12 13

（2）東コースをたんけんしよう

①三条市
し

役
やく

所
しょ

三条庁
ちょう

舎
しゃ

②厚
こうせい

生福
ふく

祉
し

会
かいかん

館 ③三条警
けいさつしょ

察署

　市役所では，三条の人
ひとびと

々の

くらしをささえるために，い

ろいろな手つづきや相
そうだん

談を

しています。

　窓
まどぐち

口のサービスは，三条，

下田，栄
さかえ

のどの庁舎でも，同

じように行っています。

　三条の人々の安
あんぜん

全を守
まも

るために，パ

トロールをしたり，犯
はん

罪
ざい

を取
と

りしまっ

たりしています。

　三条の人々の健
けん

康
こう

や生活の充
じゅう

実
じつ

の

ためのしせつです。体を動
うご

かしたり，

健康診
しんだん

断をしたりする時などに利
り

用
よう

されています。

市役所で働
はたら

く人の話
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（3）西コースをたんけんしよう

①大型
がた

スーパーマーケット

③三条市消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

・消
しょう

防
ぼう

署
しょ

②広い駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

のある店

④石上大
おおはし

橋

　石上大橋をわたると，国道8号
ごう

や三条燕
つばめ

インター

チェンジ，燕三条駅
えき

へ行けるよ。

　ほかの地
ち

域
いき

と行き来するための大切な橋だね。

14 15

（4）南コースをたんけんしよう

①JR北
きた

三
さん

条
じょう

駅
えき

②三条郵
ゆう

便
びん

局
きょく

④まちやま（図
と

書
しょ

館
かん

等
とう

複
ふくごう

合施
し

設
せつ

）

　いろいろな施
し

設
せつ

があ

るね。どんな人が利
り

用
よう

するのかな？

③八
はちまんぐう

幡宮
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（5）北コースをたんけんしよう

①田や新しく建
た

てられる家

　新しい家を建てていたよ。

　これから，どんどんこの

地
ち

域
いき

に家が建って，たくさん

の人が住
す

むのかな？

②特
とくべつ

別養
よう

護
ご

老
ろうじん

人ホーム「うらだての里」

　うらだての里では，80名ほどの利
り

用
よう

者
しゃ

の方が生活し

ています。毎年，近くの小学校の子どもたちと交
こうりゅうかい

流会

をしています。

　利用者の方は，とても楽しみにしています。

16 17

うらだて
保育所
うらだて
保育所

体いく
ぶんか
かいかん

体いく
ぶんか
かいかん

まちやままちやま

北北

東東西西

南南

（6）まちの地図をつくろう

裏
うらだて

館小学校のまわりの地図
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2  わたしたちのくらしと店の仕
し

事
ごと

（1）買い物
ものしら

調べ
①買い物の様

よう

子
す

②買い物調べをしよう

（Ａ小学校3年生の1週間　令和５年）

店を利用した人の数（店別） 家の人が買い物をした所

（　　　月　　　日～　　　月　　　日）
※買い物をした所に○をつけましょう。

そ
の
他

本
屋

洋
服
店

薬
局（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
）

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

り よう べつ ところ

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日
そ
の
他

本
屋

洋
服
店

薬
局（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
）

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
っ
き
ょ
く

よ
う
ふ
く
て
ん

（人）

直
売
所

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

18 19

（2）買い物をする所

①利
り

用
よう

しやすい駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

③目を引く表
ひょう

示
じ

④地
じ

元
もと

の野
や

菜
さい

⑤サービスカウンター ⑥自
じ

動
どう

精
せい

算
さん

機
き

②たくさんの品
しな

ぞろえ

　 〔1〕スーパーマーケット
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　〔2〕そのほかの買い物をする所
ところ

ペットボトル・アルミかん・食品のト
レイ・牛

ぎゅう

乳
にゅう

パックの回
かい

収
しゅう

買い物
もの

ぶくろ節
せつ

約
やく

のためのマイバッグ・
マイバスケット

①果
くだ

物
もの

店
てん

②精
せい

肉
にく

店
てん

⑦店で取
と

り組
く

んでいるリサイクル

　わたしたちの店では，リサイクル活
かつ

動
どう

をしています。

牛乳パック，食品のトレイ，アルミかん，ペットボトル

の回収ボックスを置
お

き，お客
きゃく

様
さま

の協
きょう

力
りょく

で回収量
りょう

も年々増
ふ

えています。

　また，一
いち

度
ど

しか使
つか

わないレジぶくろなどをへらすため，お客様から

マイバスケットやマイバッグを持
も

ってきていただく活動もしています。

スーパーの人の話

20 21

③朝市の様
よう

子
す

（五・十の市や二・七の市） ④コンビニエンスストア

⑤薬
やっ

局
きょく

（ドラッグストア） ⑥農
のう

産
さん

物
ぶつ

直
ちょく

売
ばい

所
じょ

⑦宅
たくはい

配サービス ⑧無
む

人
じん

販
はんばいじょ

売所

　お店の人の様子や工
く

夫
ふう

していること，お客さんの様子な
どもっと知りたいな。お店に行って調

しら

べてみたいな。
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市・県内各地から

世界の国々から

　

日本の各地から

群馬県
キャベツ
群馬県
キャベツ

青森県
りんご

北海道
たまねぎ、にんじん
だいこん、とうもろこし

三条市

アスパラ
ねぎ

まいたけ・ねぎ
きゅうり

ぶどう
なし

しめじ
ほうれんそう
えりんぎ

えのき

しいたけ

ほっ かい どう

あお もり

秋田県
トマト

あき た

山形県
もも

やま がた

ぐんぐん まま

ながなが のの 茨城県
ほうれんそう
茨城県
ほうれんそう

福島県
　トマト
福島県
　トマト
いばらいばら きき

ふくふく しましま

和歌山県
みかん、かき

わ か やま

愛媛県
みかん

え ひめ

宮崎県
ゴーヤ

みや ざき

熊本県
トマト
みかん

くま もと

鹿児島県
さつまいも

アメリカ
だいず、ぶどう

ニュージーランド
キウイ

エクアドル
バナナ

オーストラリア
オレンジ

南アフリカ
グレープフルーツ

中国
にんにく
しょうが

スペイン
にんにく

フィリピン
バナナ・パイナップル

か ご しま

長野県
レタス、ぶどう
りんご

長野県
レタス、ぶどう
りんご

けんし ないかく ち

せ かい

市内各地から玉ねぎ
さつまいも、きゅうり、
ねぎ、なすなどが来て
います。

メキシコ
アボカド

せい ふ とうけい

（令和４年 政府統計より）

（3）いろいろな土地から集
あつ

まる品
しなもの

物（主
おも

なもの）

　お店で売られてい

る品物は，どこから

来るのかな。

22 23

　近
きん

所
じょ

のなじみのお店で買うときは，お店の人に今日
はどんな品物が得

とく

かたずねて買うこともあります。

　品物を一度
ど

にたくさん買いたいときは，休日など
に品数の多いスーパーで買い物をします。

　わたしはいつも「よい品
しな

を，より安
やす

く買いたい。」と思っ
ています。そのために新聞に折

お

り込
こ

まれている広
こうこく

告をよく見
て，何が安いのかチェックします。また，食

しょく

品
ひん

を買うときは，
日
ひ

付
づけ

や産
さん

地
ち

などをよく見て買います。

　買い物をする
とき，よけいな
ものを買わない
ように，メモを
書いていきます。

　家の人はどんなこと

を考えて買い物をして

いるのか聞いて書いて

みましょう。

　これから，わたしたちはどのように買い物をしていけばよいのでしょう。
考えてみましょう。

　ねだんだけでな
く，どこでつくら
れたか，いつつく
られたかなどもよ
く見て買います。

　環
かん

境
きょう

にやさし
い品物をえらぶよ
うにしています。

家の人の買い物の工夫

家の人の話
（4）買い物をする人の工

く
夫
ふう

（5）これからの買い物のしかた

①新聞に入ってくる広告 ②品物をえらぶ
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3  工場の仕
し

事
ご と

（1）三条でつくられている製
せいひん

品

（２）三条市のおもな工場の数と働
はたら

いている人の数（4人以上の工場）

②ペンチ・ドライバーなどの作
さ

業
ぎょう

工
こう

具
ぐ

①包
ほう

丁
ちょう

・はさみなど，家
か

庭
てい

で使
つか

うもの

④石
せき

油
ゆ

ファンヒーターとルームエアコン

③のこぎり・かんななどの
　大

だい

工
く

道具

　三条は金
きんぞく

属製品の製
せいぞう

造がさかんです。また，金属を加
か

工
こう

する技
ぎ

術
じゅつ

で，機
き

械
かい

の部
ぶ

品
ひん

をつくったり，電気製品をつくったりしています。

おもな工場の数 働いている人の数

（令和３年　工業統計調査）

けん 人

て
っ
こ
う

 

か  

ぐ   

も
く
ざ
い

い
ん
さ
つ

よ
う
ぎ
ょ
う

し
ょ
く
り
ょ
う
ひ
ん

そ
の
他

窯
業・土
石
製
品

パ
ル
プ・紙・紙
加
工

非
鉄
金
属

家
具・木
材・木
製
品

食
料
品

印
刷

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

鉄
鋼

機
械

金
属
製
品

そ
の
他

パ
ル
プ・紙・紙
加
工

窯
業・土
石
製
品

非
鉄
金
属

食
料
品

印
刷

家
具・木
材・木
製
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

鉄
鋼

機
械

金
属
製
品

0

50

100

150

200

0
500

1000
1500
2000
2500
3000
3500
4000
4500
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（３）包
ほうちょう

丁をつくる工場

①包丁をつくる工場

②見学の様
よう

子
す

③いろいろな種
しゅるい

類の包丁

　古くから三条でつくられてきた包丁・木
き

鋏
ばさみ

・かんな・のみなどの刃
は

物
もの

は，

平成21年に国
くに

指
し

定
てい

伝
でんとうてきこうげいひん

統的工芸品に指
し

定
てい

されました。

　そのうち，包丁がど

のようにつくられてい

るのか，見学をするこ

とにしました。

　〔1〕工場の見学

　包丁がどこで，どのようにして
つくられているのか調

しら

べてみま
しょう。つくるときの工

く

夫
ふう

や，ど
んな願

ねが

いをもってつくっているの
か聞いてみましょう。

文
嵐南小

包丁工場

本成寺 さ
ん
じ
ょ
う

国
道
8
号

J
R
信
越
本
線

卍

東本成寺

嵐南バイパス

桜
木
町

南
四
日
町

ほうちょうをつくる工場の見学

○○小学校３年 □ 組　名前（ 三条　鉄男 ）

1  見学する工場　　　包丁工場　　　

2  工場のある場
ば

所
しょ

　　三条市東
ひがし

本
ほん

成
じょう

寺
じ

3  見学する日　　　　９月22日（水）  

4  見学で調べること

　（1）  見てくること

　  ・ほうちょうのつくり方 ・はたらく人の様子 ・道具やきかい

　（2）  聞いてくること

　  ・ざいりょう ・つくる時のくふう ・どこに売っているのか

5　持
も

ち物
もの

　  ・たんけんバッグ ・えんぴつ（2本）， 赤白ぼうし
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① 

鍛た
ん

　
造ぞ
う

③ 

焼や
き

入い

れ

② 

荒あ
ら
け
ん研
磨ま

④ 

焼や
き
も
ど戻
し

　〔2〕包
ほう

丁
ちょう

のできるまで

　包丁の材
ざい

料
りょう

は，主
おも

に鋼
はがね

と鉄
てつ

（またはス

テンレス）です。

　鋼はかたい刃
は

になり，鉄は鋼をはさん

で包丁を強くします。

　ガス炉
ろ

の中で，800〜900

度に熱
ねっ

した材料をたたいて，

包丁の大体の形にします。

　機
き

械
かい

でけずって，包丁の形

にととのえます。

　ととのえた材料を再
ふたた

び800

度くらいの高
こうおん

温で熱
ねっ

して水で

一気に冷
ひ

やしかたくします。

　かたくなった包丁はもろく

なるので，180度くらいに熱

して粘
ねば

りを出し，刃を欠
か

けに

くくします。

鉄

鋼（はがね）

鉄

（
断だ
ん
め
ん面
図ず

）

　水で一気に冷やすことで，
鋼がしっかりとかたくなります。

8mm

鋼を鉄ではさんだ状
じょう

態
たい

です。

26 27

⑤ 

荒あ
ら

仕し

あ上
げ

⑦ 

名な

い入
れ

⑥ 

仕
上
げ

⑧ 

柄え

入
れ

⑨ 

箱は
こ

づ
め

　刃のうらと表
おもて

の厚
あつ

さをと

とのえて，刃をするどくとが

らせます。（刃の研磨）

　機械でみがいて，包丁の表
ひょう

面
めん

や刃先をきれいにします。（研磨）

　スタンプのような機械で

工場のマークを入れます。

　包丁に柄（持ち手）をつけます。

　完
かんせい

成した包丁を一本ずつ検
けん

査
さ

します。

　検査した包丁に，カバー

やシールをつけ，説
せつめい

明書を

入れて，箱づめします。
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　〔3〕包
ほう

丁
ちょう

各
かく

部
ぶ

の名前と種
しゅるい

類

三
さん

徳
とく

包
ぼう

丁
ちょう

和
わ

包丁 洋
よう

包丁

　〔4〕工場で働
はたら

いている人

（昔
むかし

から日本でつくられている包丁） （外国から入ってきた包丁）

〔各部の名前〕

〔いろいろな包丁〕

出
で

刃
ば

包丁
柳
やなぎ

刃
ば

包丁
（刺

さし

身
み

包丁）

菜
なっ

切
きり

包丁
三徳包丁

（万能包丁）

牛
ぎゅう

刀
とう

包丁
（シェフナイフ）

ペティナイフ

〔働いている人の一日〕

　わたしたちの工場では，40名で製
せい

造
ぞう

や出
しゅっか

荷など
の仕

し

事
ごと

を分
ぶん

担
たん

しながら行っています。1日に三徳
（万能）包丁なら300丁くらい，魚用の包丁なら
400〜500丁くらいつくっています。品

しなもの

物によっ
てできる数がちがいます。

17
時
00
分

15
時
15
分

15
時
00
分

13
時
00
分

12
時
00
分

8
時
10
分

8
時
00
分

帰
宅

 

き  

た
く

昼
食
・
休
け
い

ち
ゅ
う
し
ょ
く  

き
ゅ
う

休
け
い

出
勤
し
ゅっ
き
ん

ラ
ジ
オ
体
操
た
い
そ
う

朝
礼
ち
ょ
う
れ
い

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

Ｄさん

研磨

鍛造
たんぞう あらけん ま

商品の検査
けん さ はこ

荒仕上げ
し　ああら

研磨

荒研磨
柄入れ

仕上げ

名入れ

荒研磨

箱づめ

仕上げ

あご

柄
え みね

刃
は

28 29

工場の様
よう

子
す

仕上げ担
たんとう

当の服
ふく

そう

　わたしたちは，包丁を高
こうおん

温の火を使
つか

って熱
ねっ

したり，機
き

械
かい

を使
つか

ってけずったりしていま
す。そのため，けがをしないように，めがね
やマスク，ぼうし，エプロン，耳

みみ

栓
せん

など作業
にあわせた用

よう

具
ぐ

を身
み

につけています。

　わたしの会社は，75年以上包丁をつくってきました。その
間，どんどん包丁が売れたこともありましたし，社会の変

へん

化
か

とと
もに，漁

ぎょ

業
ぎょう

用や収
しゅう

穫
かく

用の包丁が売れなくなったこともありまし
た。そんな歴

れき

史
し

の中で，わたしたちは使う人の立場で，長く大切
に使っていただける道

どう

具
ぐ

として，社
しゃ

員
いん

とともに包丁をつくってき
ました。
　これからもわたしたちは，世

せ

界
かい

に通用する三条
の「伝

でんとうてきこうげいひん

統的工芸品」としての包丁づくりを続
つづ

けて
いきたいと思います。今では海外からの注

ちゅう

文
もん

が増
ふ

え，海外向
む

けの製
せいひん

品もつくっています。

気をつけていること

社長さんの話
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日本各地へ
かくち

世界各国へ

アメリカ
韓国韓国

中国
ロシア

カナダ

オーストラリア

ヨーロッパ

北海道方面
ほうめん

きゅうしゅう

おおさか

かんこくかんこく東北方面

東京方面
大阪方面

九州方面

　〔5〕材
ざい

料
りょう

はどこから，製
せいひん

品はどこへ

　〔6〕製品の売り場をたずねてみよう

　包
ほう

丁
ちょう

の材料は，おもに炭
たん

素
そ

鋼
こう

やステンレス鋼といわれている金
きん

属
ぞく

です。

　それは，どこから運
はこ

ばれてくるのでしょう。また，つくられた製
せい

品
ひん

はど

こへ送
おく

られているのでしょう。

　ここでは，つくられた包丁が展
てん

示
じ

され

たり，売られたりしています。種
しゅ

類
るい

や

形，大きさがひと目でわかるように工
く

夫
ふう

して並
なら

べられています。

ブラジル，オーストラリア，中国などの国々から運ばれてくる。金属の原
げん

料
りょう

と
なる鉄

てっ

鉱
こう

石
せき

など

島
しま

根
ね

県などの製
せい

鉄
てつ

所
じょ

で原料を溶
と

かしてかためる。炭素鋼や
ステンレス鋼

千
ち

葉
ば

県，兵
ひょう

庫
ご

県，福
ふく

井
い

県などの工場で加
か

工
こう

し，板
いた

や棒
ぼう

の形となって

運ばれてくる（→ｐ 26）
包丁の材料

いろいろな種
しゅ

類
るい

の包丁にする。製　品

三条市へ

出
しゅっ

　荷
か

燕
つばめ

三
さん

条
じょう

地
じ

場
ば

産
さん

業
ぎょう

振
しん

興
こう

センター
にある包丁売場

30 31

　三条でつくられる製品は，その品
ひんしつ

質の
良
よ

さから，日本国内はもちろん世界各
かっこく

国
に知られ，使われています。

（4）体
たい

験
けん

してみよう

（5）世
せ

界
かい

へ羽
は

ばたく三条の製品

　三条鍛
か じ

冶道
どう

場
じょう

では，三条鍛冶の
伝
でんとう

統を体験することができます。

たき火台

つめ切り

箸
はし

包丁研
と

ぎ
　学校でも安

あん

全
ぜん

で正しい刃
は

物
もの

の研ぎ
方を学んでいます。

今も使い続けられる三条の和釘
　2013（平成25）年の伊

い

勢
せ

神
じんぐうしきねんせんぐう

宮式年遷宮で
は，三条でつくられた和釘が使

つか

われました。

和
わ

釘
くぎ

づくり
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…米

…なし

…もも

…ぶどう

…たけのこ

…長ねぎ

…ごぼう

…キャベツ

…はくさい

…ほうれんそう

…さといも

…きゅうり

…えだ豆

…大豆
うえ  き

まめ

だい ず

三 条 地 区

栄　地　区

ちゅうえつ えいきた のう のうせい き かく か し りょうとう さくせい

（ＪＡえちご中越　なんかん北営農センター　農政企画課の資料等により作成）

下 田 地 区

しな
の

信濃川

中
ノ
口
川

上
越
新
幹
線

じ
ょ
う
え
つ
し
ん
か
ん
せ
ん

つばめさんじょう

さんじょう

JR弥
彦

線
や

ひ
こ

せ
ん ひがし

さんじょう
きた
さんじょう

ほない

とうこうじ

おびおり

五十嵐川
い  か らし

Ｊ
Ｒ
信
越
本
線

し
ん
え
つ
ほ
ん
せ
ん

…そば

…さつまいも

…ニラ

…ミニトマト

…らっきょう

…ユリ

…植木

4  農
の う

家
か

の仕
し

事
ご と

（1）土地と農
の う さ ん ぶ つ

産物の様
よ う

子
す
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…米

…なし

…もも

…ぶどう

…たけのこ

…長ねぎ

…ごぼう

…キャベツ

…はくさい

…ほうれんそう

…さといも

…きゅうり

…えだ豆

…大豆
うえ  き

まめ

だい ず

三 条 地 区

栄　地　区

ちゅうえつ えいきた のう のうせい き かく か し りょうとう さくせい

（ＪＡえちご中越　なんかん北営農センター　農政企画課の資料等により作成）

下 田 地 区

しな
の

信濃川

中
ノ
口
川

上
越
新
幹
線

じ
ょ
う
え
つ
し
ん
か
ん
せ
ん

つばめさんじょう

さんじょう

JR弥
彦

線
や

ひ
こ

せ
ん ひがし

さんじょう
きた
さんじょう

ほない

とうこうじ

おびおり

五十嵐川
い  か らし

Ｊ
Ｒ
信
越
本
線

し
ん
え
つ
ほ
ん
せ
ん

…そば

…さつまいも

…ニラ

…ミニトマト

…らっきょう

…ユリ

…植木
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④金子さんの米づくりの仕事ごよみ

も
も

洋
な
し

ぶ
ど
う

日
本
な
し

だい ず
②大豆の出荷額のうつりかわり

　や さい
③野菜の出荷額（令和４年）

④くだもの（なし、ぶどう、もも）の
　出荷額（令和４年）
億円

33,852

12,080

7,417
3,843

0

万円

（ＪＡえちご中越　なんかん北営農センター　農政企画課調べ）

こめ しゅっ がくか
①米の出荷額のうつりかわり

R3R2R1H30H29R3R2R1H30H29

億円

0

1

2

3

4

おくえん

キャベツ えだ豆 きゅうり さつまいも にら らっきょうねぎ ミニトマト

万円

0
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1000
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362 261 258
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45 43

0

5
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25
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40

45

0

1000

2000
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4000

5000
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7000

8000

9000

12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

３
月

２
月

１
月

仕
事
の
内
容
な
い
よ
う

苗
づ
く
り

田
お
こ
し
・
し
ろ
か
き

田
植
え

農
薬
散
布

肥
料
や
り

草
取
り

水
の
管
理

出
荷
も
み
す
り

稲
刈
りか

ん

り

と

さ
ん
ぷ

　学校の近くでどんな農
のうさんぶつ

産物が
つくられているか調

しら

べてみよう。
　農産物をつくるために，農家の
人はどんな工

く

夫
ふう

や努
ど

力
りょく

をしてい
るか，どんな願

ねが

いをもっているか
調べてみよう。
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④金子さんの米づくりの仕事ごよみ

も
も

洋
な
し

ぶ
ど
う

日
本
な
し

だい ず
②大豆の出荷額のうつりかわり

　や さい
③野菜の出荷額（令和４年）

④くだもの（なし、ぶどう、もも）の
　出荷額（令和４年）
億円

33,852

12,080

7,417
3,843

0

万円

（ＪＡえちご中越　なんかん北営農センター　農政企画課調べ）

こめ しゅっ がくか
①米の出荷額のうつりかわり

R3R2R1H30H29R3R2R1H30H29

億円

0

1

2

3

4

おくえん

キャベツ えだ豆 きゅうり さつまいも にら らっきょうねぎ ミニトマト

万円

0

500

1000

1500

2000

2500

8,294
689

362 261 258
154

45 43

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

３
月

２
月

１
月

仕
事
の
内
容
な
い
よ
う

苗
づ
く
り

田
お
こ
し
・
し
ろ
か
き

田
植
え

農
薬
散
布

肥
料
や
り

草
取
り

水
の
管
理

出
荷
も
み
す
り

稲
刈
りか

ん

り

と

さ
ん
ぷ

（2）米づくりのさかんな地
ち

域
いき

　わたしの家では，本成寺地区にある田んぼを中心に米づくりをし
ています。ふだんは家

か

族
ぞく

で仕
し

事
ごと

をしていますが，田植
う

えなどの忙
いそが

し
いときには，ほかの人にもたのんで手

て

伝
つだ

ってもらいます。
　米のねだんが下がってきているので，味

あじ

のよい米をつくって，高
く買ってもらえるように努

ど

力
りょく

しています。じょうぶな苗
なえ

づくり，田
植えや稲

いね

刈
か

りの時
じ き

期，肥
ひ

料
りょう

の分
ぶん

量
りょう

，こまめな水の管
かん

理
り

，害
がい

虫
ちゅう

退
たい

治
じ

な
どに気を配

くば

っています。
　三条市では主

おも

にコシヒカリや，こしいぶき，新
しん

之
の

助
すけ

という種
しゅるい

類の
米がつくられています。また，酒

さけ

をつくるための米
（五

ご

百
ひゃく

万
ま ん

石
ご く

）や，もちをつくるための米（こがねも
ち）もつくられています。ほかに農

のうやく

薬をへらしてつ
くった学校給

きゅう

食
しょく

用の米もあります。みなさんには，
安
あんぜん

全でおいしい米をたくさん食べて，元気に育
そだ

って
ほしいと願

ねが

っています。

①本
ほん

成
じょう

寺
じ

地
ち く

区

③金
かね

子
こ

さんの話

②井
い

栗
ぐり

地区
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（米を売る）
う

消
費
者
（
米
を
買
っ
て
食
べ
る
人
）

せ
い
ま
い

精
米
を
行
う
会
社

米
屋
・
ス
ー
パ
ー

　
　
　（
米
を
売
る
店
）

生
産
者
（
米
を
つ
く
る
人
）

しゅうか　　　　　　　　　 や

集荷グループ（米屋でつくるグループ）

（米を集める）
あつ

JAえちご中越
ちゅうえつジェーエー

直売
ちょくばい

⑤苗
なえ

づくり

⑦農
のう

薬
やく

散
さん

布
ぷ

⑧稲
いね

刈
か

り

カントリーエレベ−ターのやくわり
　コンバインで収

しゅう

穫
かく

された稲は，もみ
とわらに分けられます。
　カントリーエレベーターでは，その
もみを適

てき

度
ど

にかわかし，そのまま貯
ちょぞう

蔵
します。出

しゅっか

荷するときにもみがらをは
ずし，玄

げんまい

米にします。

⑨生
せいさんしゃ

産者から消
しょう

費
ひ

者
しゃ

へ

⑥田
た う

植え

　農
のう

薬
やく

をまくドローンはあらかじめ通るコースを学習しているので，
ボタン一つで作業が完

かん

了
りょう

します。広い田んぼも短い時間で作業が済
す

む
ようになりました。

進化するお米づくり
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12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

３
月

２
月

１
月

仕
事
の
内
容

な
い
よ
う

土
よ
せ

育
　
成

育
　
成

刈
り
と
り

畑
の
打
ち
返
し

来
年
の
作
付
の
準
備

防
　
除

除
草
剤
散
布

肥
料
や
り

豆
を
ま
く

じ
ょ
そ
う
ざ
い
さ
ん
ぷ

ま
め

ぼ
う
　
　
じ
ょ

い
く
　
　
せ
い

か
　

は
た
け
　
　
う
　
　
か
え

じ
ゅ
ん
び

①岩
いわさか

坂さんのお話

　食生活が変
へん

化
か

し，米を食べる量
りょう

が
減
へ

っています。そのため，これまで
米をつくっていた田んぼの一

いち

部
ぶ

でほ
かの作

さく

物
もつ

をつくるという「転
てんさく

作」を
しなければなりません。栄

さかえ

地
ち く

区で
は，米に代

か

わる作物を何にするか考
え，大豆をつくることにしました。
　わたしたちの住

す

んでいる栄北地区では，何けんもの農
のう

家
か

が集
あつ

まって
株
かぶ

式
しき

会社をつくりました。個
こ

人
じん

では，広い耕
こう

地
ち

でたくさんの量
りょう

の作物
をつくるのはとても大

たいへん

変です。そこで，共
きょうどう

同で米づくりや大豆づくり
をしています。農

のう

作
さ

業
ぎょう

で使
つか

う機
き

械
かい

を会社が購
こう

入
にゅう

し，貸
か

し出しをしま
す。会社が所

しょゆう

有していない機械については，所有している農家から借
か

りて作業をしています。防
ぼうじょ

除，刈
か

りとり，打
う

ち返
かえ

しなどの作業を共同
で行ったり，肥

ひ

料
りょう

や農
のうやく

薬をまとめて買ったりもしています。
　この地区での大豆づくりの特

とく

徴
ちょう

が２つあります。
1つ目は，広い面

めんせき

積で大豆を栽
さいばい

培していることです。
栄北地区だけでも400h

ヘクタール

aもの耕地があります。2つ目
は，3年で一

いち

巡
じゅん

するローテーションで栽培しているこ
とです。連

れん

作
さく

障
しょう

害
がい

を防
ふせ

ぐために，「大豆→米→米→大
豆→米→米…」という順

じゅん

番
ばん

で栽培します。

③大豆作りの仕
し

事
ごと

ごよみ

（3）大
だい

豆
ず

づくりのさかんな地域

②栄地区にひろがる大豆畑
ばたけ
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※佐藤さんは、様々な品種の和梨・洋梨を育てているほかに、桃や米も育てています。

な
し
（
ろ
じ
栽
培
）

さ
い
ば
い

水
や
り

て
き
当
な
数
の
実
を
の
こ
し
て

つ
み
取
る
と

ふ
よ
う

か
ん
り

な
し
の
ふ
く
ろ
が
け

花
粉
づ
け

か
ふ
ん

収
穫
・
販
売

し
ゅ
う
か
く

は
ん 

ば
い

管
理
が
し
や
す
い
よ
う
に

不
要
な
え
だ
を
切
る

え
だ
が

動
か
な
い
よ
う
に
、

え
だ
を
し
ば
っ
て

た
な
に
つ
け
る

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

ひりょうひりょう草かり 草かり

防除防除（重点期間はこまめに行う）
ぼう じゅうてん き かんじょ

そだ もも

ル
・
レ
ク
チ
ェ
販
売

①枝のせんてい

③佐藤さんの話

②花
か

粉
ふん

づけ

（4）くだものづくりのさかんな地
ち

域
いき

　大島地区では，なし，もも，ぶどうなどのくだものづくりがさかんです。

信
しな

濃
の

川
がわ

が運
はこ

んだ養
よう

分
ぶん

の多い土地を利
り

用
よう

して，150年くらい前から始
はじ

まりました。

　仕事の苦
く

労
ろう

はたくさんあります。品
ひん

種
しゅ

ごとに最
さい

適
てき

な時期に最適な作業がで

きるように心がけています。しかし，近年，夏の暑さや季節はずれの霜
しも

などの

異
いじょうきしょう

常気象で梨
なし

の収
しゅうかくりょう

穫量が減
へ

ってしまうということが起きています。私たち梨農
のう

家
か

は，梨の様
よう

子
す

に一段
だん

と気を配ったり，気
き

候
こう

の変
へん

化
か

に強い品種を育てたりして対
たい

応
おう

しているんですよ。前の年の反
はん

省
せい

を生かして，少しずつやり方を変
か

えながら梨づくりをしています。

　その中で，様
さま

々
ざま

な苦労や工
く

夫
ふう

をして自分の思ったとおりに実が

成
な

ったり，味
あじ

が良いものができたりしたときが一番うれしいですね。

④佐藤さんの仕事ごよみ
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青

　果

　
　
　市

　場

せ
い

　
　
　

 

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し

　
　
　じ
ょ
う

し
ょ
う
ひ

　し
ゃ

ＪＡ選果場

やく

つばめ

にいがた

ながおか

けんがい

とうきょう と　　 おお さか　ふ　　あい ち けん　  ほっ かい どう

ぜん こく かく  ち

三条市
　 約6663万円

約3744万円（ＪＡ選果場から各家庭、学校給食等へ）

農
家
（
生
産
者
）

消
費
者

燕市
　 約7498万円

新潟市
約4億6980万円

長岡市
約1億1496万円

八百屋
スーパー
デパートなど

インターネット等を通じて
全国の消費者に届ける農家さんも

東京都，大阪府，愛知県，北海道 など

全国各地へ出荷されています。

県外
約7億9316万円

くだもの

や　お　や

せん　かジェーエー

せ
い
さ
ん
し
ゃ

おく

おく

せん か じょう　　　　　　か てい

ちゅうえつ えいきた のう のうせい き かく か しら

（令和4年 ＪＡえちご中越　なんかん北営農センター　農政企画課調べ）

⑤ふくろがけ ⑥収
しゅう

穫
かく

⑦くだもののゆくえ
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①信
しな

濃
の

川
がわ

ぞいのキャベツ畑
はたけ

③伊
い べ

部さんの話

②キャベツの出
しゅっ

荷
か

（5）野
や

菜
さい

づくりのさかんな地
ち

域
いき

　栗
くり

林
ばやし

や石
いしがみ

上などの地
ち く

区では，信濃川が運
はこ

んだ養
よう

分
ぶん

の多い土地を利
り

用
よう

して，野菜づくりがさかんです。

　わたしの家では，ほかの農
のう

家
か

があまりつくらないような野菜を選
えら

んで育
そだ

てています。最
さいきん

近では，同じ野菜でも種
たね

まきの時
じ き

期をずらし

て，長い期
き

間
かん

，とり入れができるようにしています。

　そのため，一年中いろいろな仕
し

事
ごと

があり，6月ころは夜中の2時か

ら働
はたら

くこともあります。あととりがいなくて困
こま

っている農家が多い

中で，若
わか

い従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

ががんばって働いてくれているの

で，仕事が前より少し楽になりました。

　また，農
のうやく

薬の種
しゅるい

類や量
りょう

などの情
じょう

報
ほう

公
こう

開
かい

（トレー

サビリティ）を実
じっ

施
し

して，お客
きゃく

様
さま

に安
あんしん

心して野菜

を食べてもらうことを心がけています。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月月

キャベツ

しょうが
え だ 豆
　　　　　　 まめ

とり入れ とり入れ とり入れ

別の畑では，とり入れの時期がずれるように種まきの時期をずらします。

植えつけ とり入れ

とり入れ

種まき・育成 種まき・育成

種まき・育成

べつ

いくせい

④伊部さんの仕事ごよみ
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（6）さつまいもづくりのさかんな地域

（7）庭
にわ

づくりのさかんな地域

②熊
くまくら

倉さんの話

②齊
さい

藤
とう

さんの話

　わたしの経
けい

営
えい

する「むつみ農
のう

園
えん

」では，１０種
しゅ

類
るい

以
い

上
じょう

のさつまい

もをつくっています。下田の鉄
てつ

分
ぶん

をふくんだ赤土は，さつまいもの栽
さい

培
ばい

に適
てき

しています。さつまいもは

６月に苗
なえ

を植
う

え，１０月に収穫しま

す。量
りょう

が多いので，いもほり機
き

を使って収穫します。ほったさつまいも

は，数か月ねかせて熟
じゅく

成
せい

させてから直
ちょく

売
ばい

所
じょ

やスーパー，朝市などで販
はん

売
ばい

します。給
きゅう

食
しょく

にも使
つか

われています。

　品
ひん

質
しつ

のよいさつまいもを出荷し，「むつみさんのさつまいもはとてもおいしい

です。」と言われるのが何よりうれしいです。環
かん

境
きょう

にやさしい農
のう

業
ぎょう

を目
め

指
ざ

し，除
じょ

草
そう

剤
ざい

の代
か

わりに米ぬか，防
ぼう

虫
ちゅう

剤
ざい

の代わりに食
しょく

用
よう

酢
ず

を使
し

用
よう

してます。

　保
ほ

内
ない

の植木づくりは，今から

３００年くらい前に，つぼ庭に植

えるつぼ木づくりから始
はじ

まったと

考えられています。

　今では植木をつくる人はかなり

へってしまいましたが，庭や公園

をつくる仕事はさかんに行われています。植木の色や高さの組み合わせ

によって，いろいろな庭ができますが，美
うつく

しくできたときは，この上な

い喜
よろこ

びがあります。また，自
じ

宅
たく

の庭を自
じ

由
ゆう

にご覧
らん

いただくオープンガー

デンの取
とりくみ

組も行っています。人は緑
みどり

の木や美しい花を見ることで心がい

やされ，新しい力がわいてくるので，とてもやりがいのある仕事だと思

います。

①下
した

田
だ

地
ち

区
く

のさつまいもの収
しゅう

穫
かく

①植
うえ

木
き

の手入れ
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②火事のおきた数

げんいん

③火事の原因（令和４年）

令和４年の損害額　約１億円

※電気関係…電化製品・充電式電池・電気配線など （三条市消防本部調べ）

（件）

（件）
けん

がく おくがい

でん か せい ひん じゅう でん ち はい せん しょうぼう ほん ぶ しら

そん

で
ん

か
ん
け
い

き

でん しき

0
5
10
15
20
25
30
35
40

令和4年令和3年令和2年令和元年平成30年平成29年平成28年

0

2

4

6

8

10

そ
の
他

こ
ん
ろ

た
ば
こ

た
き
火

電
気
関
係

5  火
か じ

事からまちを守
まも

る

（1）三条市の火事

　にげおくれた
人やけが人は，
いないのかな？
どうして火事に
なったのかな？

　早く消
け

さないと
たいへん
だぞ。

①おそろしい火事

42 43

（2）学校や地
ち

域
いき

の消
しょう

防
ぼう

しせつ

　学校にはいろんな
消防しせつがあるね。
　どんな場

ば

所
しょ

にある
のかな？

　わたしたちの住
す

む地域にもこんな
ものがあったよ。

学校や地域の消防しせつをさがしてみよう

火
か

災
さい

報
ほう

知
ち

機
き

（受
じゅしん

信機
き

） 消
しょう

火
か

器
き

・火災報知器（発
はっ

信
しん

器）・屋
おく

内
ない

消
しょう

火
か

栓
せん

誘
ゆうどうとう

導灯非
ひ

常
じょう

階
かい

段
だん

防
ぼう

火
か

とびら

消火栓

熱
ねつかん

感知
ち

器

防火水
すいそう

槽（この下に水がためてある）積
せきさい

載車とポンプ置
おき

場
ば

閉
と
じたところ 開

ひら
いたところ
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（3）消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の見学

三条市消防本部から指
し

令
れい

を出す

出動

準
じゅん

備
び

連絡
指令

◯ 警
けい

察
さつ

署
しょ

…火
か

事
じ

の現
げん

場
ば

で，交通整
せい

理
り

をしたり，火事の原
げんいん

因を調
しら

べたり

します。
◯ 電力・ガス会社…ひがいを広げな

いように危
き

険
けん

な電気やガスを止め

ます。
◯ 上下水道課

か

…消
しょう

火
か

栓
せん

の水がよく出

るように調
ちょうせい

整してもらいます。
◯ 消防団

だん

…大きな火事になると出
しゅつ

動
どう

してもらい，消防隊
たいいん

員と協
きょう

力
りょく

して

消火します。
◯ 市

し

役
やく

所
しょ

…火事の場
ば

所
しょ

を知らせます。
◯ 近くの消防本

ほん

部
ぶ

…大きな火事にな

ると応
おうえん

援に来てもらいます。

電
力
会
社

上
下
水
道
課

ガ
ス
会
社

警
　
察
　
署

本
署（
西
裏
館
）

栄
分
署（
新
堀
）

下
田
分
署（
笹
岡
）

中
央
分
遣
所（
元
町
）

東
分
遣
所（
三
竹
）

南
分
遣
所（
南
四
日
町
）

②通
つう

信
しん

指令室から連
れんらく

絡する所
ところ

①消防車の出
しゅつ

動
どう

119番

44 45

④市内の消防体
たい

制
せい

　大きな火事や災
さいがい

害が起
お

きたときには，近く
の市や町の消防署からも出動して，協力しな
がら活動するやくそくをしているんだ。

③消防署長さんの話

　職
しょく

員
いん

がきんむするところは三条市には6か所あります。消防本部は三条市

の第二産
さん

業
ぎょう

道
どう

路
ろ

沿
ぞ

いにあります。また，栄
さかえ

分
ぶん

署
しょ

，下田分署の二つの分署があ

ります。分
ぶんけんじょ

遣所は町の中心に1か所，周
しゅう

辺
へん

部
ぶ

に2か所あります。

　火事の119番を受
う

けた通信指令室は，火元の名前，町名，目じるしにな

る建
たてもの

物などを聞き，放
ほう

送
そう

で本署，分署，分遣所に出動の指令を出します。職

員は指令があると仕
し

事
ごと

を中
ちゅう

断
だん

し，防
ぼう

火
か

服
ふく

を着
き

て消防車に乗
の

って出動します。

指令から出動までおよそ55秒
びょう

です。また，消防団（ふだんは会社や店など

で働
はたら

き，火事のときにはかけつけて消火活動をする人たち），警察署，上下

水道課，ガス会社，電力会社にも連絡して協力してもらいます。

加茂市

燕市

新潟市

見附市

長岡市
ながおか

にいがた

みつけ

つばめ

か　も

①

②

⑥⑥

④④

③③

⑤⑤

　

①消防本部・消防署
　　　　　 　　　　　　   にしうらだて　     ちょう め

　　（三条市西裏館三丁目）

　

⑥南分遣所
　　（南四日町三丁目）

◯ 三条市消防団
・団長………………………… 1人
・副団長……………………… 1人
・女性消防隊……………… 20人
・学生消防隊……………… 60人
・嵐北方面隊2分団……… 119人
・嵐南方面隊2分団……… 159人
・井栗大崎方面隊2分団… 161人
・大島方面隊1分団……… 56人
・栄方面隊3分団………… 238人
・下田方面隊3分団……… 215人
　　　　　　  合計　1,030人
◯ 積さい車………………… 70台

　　　　

○消防団

　　　　　　　　　　　

せき

　
　ポンプ車
　（1台）

　タンク車
　（1台）

　はしご車
　（1台）

救助工作車
　（1台）

さいがい し えん
災害支援車
　　（2台）

  し    き  　　
指 揮 車
（1台）

　　　  た　　しゃりょう
その他の車 両

　　　　　　

　ポンプ車
　（1台）

　　　　　　　　　　　  
しょくいん 10人

化学車
（1台）

しょくいん
81人

　

③下田分署

　　　
（5台）

　

④中央分遣所　　（元町）
　

⑤東分遣所　　（三竹一丁目）

（笹岡）

　ポンプ車
　（1台）

　　　　　　　　　　　
しょくいん 10人

　タンク車
　（1台）

　　　　　　
　ポンプ車
　（1台）

　　　　　　　　　　
しょくいん 10人

　　　　　　
　タンク車
　（1台）

（令和５年4月 三条市消防本部調べ）

　　　　　

②栄分署

　
指令広報車

　　　　　　　　　　　
しょくいん 20人

　　　　　   にいぼり

　　（新堀）

　　　
（1台）

　
指令広報車

　ポンプ車
　（1台）

　　　　　　　　　　　
しょくいん 20人

　タンク車
　（1台）

　　　 
（1台）

　　 すい  り

○水利しせつ

◯ 消火栓 ……2,501か所
◯ 防火水槽……432か所

すい そう

ささおか

 みなみよっ か まち

か がくしゃ

し れいこうほうしゃ
救急車
（1台）

　ポンプ車
　（1台）

　タンク車
　（1台）

救急車
（1台）

救 急 車
（3台）

きゅうきゅう

救 急 車
（1台）

きゅうきゅう

きゅうじょ
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⑤消
しょう

火
か

栓
せん

の点
てんけん

検

⑦消火訓練

⑥救
きゅう

助
じょ

訓
くん

練
れん

⑧消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

の検
けん

査
さ

　学校の近くにある消火栓や防
ぼう

火
か

水
すいそう

槽などを実
じっさい

際に見てきて，

地図に書き入れてみよう。

　学校の防火しせつはどうなっているか，調
しら

べて

みよう。

46 47

　火事は家や家
か

具
ぐ

などを焼
や

きつくしてしまうため，昔
むかし

からおそれられ
ていました。燃

も

えやすい石
いし

置
お

き屋
や

根
ね

のある木
もくぞう

造の家が多く，夜はラン
プ，ろうそくなどの灯

あか

りをつけ，台
だい

所
どころ

でも薪
まき

などを使
つか

って炊
すい

事
じ

をして
いたため，不

ふ

注
ちゅう

意
い

で火事が起
お

きることがありました。
　三条では春先の4月や5月ころは，乾

かんそう

燥したあたたかい南
なんとう

東の風が吹
ふ

く日があります。こんな日に火事が出ると，よその家に燃え広がって
大火事になります。昔は今のような消防の設備がなく，大きな火事に
なると風

かざしも

下の家をこわして火をくいとめました。
　明

めい

治
じ

時
じ

代
だい

も多くの大
たい

火
か

が
あり，中でも，1880（明治
13）年5月21日の大火は糸

いと

屋
や

万
まんぺい

平火事とよばれ，もっと
も大きな火事でした。この日
も南東の風が吹き，午後1時
ころ本

ほん

町
ちょう

一丁目から火が出
て，風下の本町六丁目まで焼きつくし，さらに裏

うらだて

館，石
いしがみ

上，栗
くり

林
ばやし

まで燃
えました。風

かざ

上
かみ

の神
しん

明
めい

町
ちょう

，仲
なか

之
の

町
ちょう

なども焼け，全
ぜん

部
ぶ

で34人がなくなりま
した。
　明

めい

治
じ

時代になると腕用ポンプ，大
たい

正
しょう

時代
に蒸

じょう

気
き

ポンプという機
き

械
かい

も使われるように
なりました。また，電

でんとう

灯が使われ始
はじ

めたこ
ともあり，このような大火事はなくなりま
した。

（4）火
か

事
じ

で苦
くる

しんだ三条

明治〜昭和30年代に使われた
腕
わんよう

用ポンプ（三条市蔵
ぞう

）　　　　

南東の風

東裏館西裏館
東別院西別院八

幡
宮 （

八
幡
堀
）

信
濃
川

五
　 十
　 　 嵐　 　 　 川

仲
之
町

神
明
町

本町1
本町6

本町4
由利

四日町

火元

明治13年の糸屋万平火事で焼けた所
ところ

（荒木常能氏作図）

明治 2（1869）年 5月
明治13（1880）年 5月
明治20（1887）年10月
明治23（1890）年 4 月
明治28（1895）年11月
明治29（1896）年 6月
明治30（1897）年 6月

甚
じ ん ろ く

六火事
糸屋万平火事
からかさ屋火事
いか屋火事
江

え

口
ぐ ち

楼
ろ う

火事
近藤タセ方火事
ランプ屋火事

上
かんまち

町（本町一丁目）から出火して，1600戸が焼けた。
上町（本町一丁目）から出火して，2743戸が焼けた。
四
し

ノ
の

町
ちょう

（本町六丁目）から出火して，368戸が焼けた。
四ノ町（本町六丁目）から出火して，176戸が焼けた。
本
ほ ん

寺
じ

小
こ う

路
じ

（本町二丁目）から出火して，307戸が焼けた。
林
はやしちょう

町から出火して，189戸が焼けた。
古
こじょうまち

城町（本町五丁目）から出火して，376戸が焼けた。

明治時代の大火

（三条市消防本部調べ）
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①三条市の交通事故の様子（令和4年）
げん いんよう す

②三条市の交通事故の原因（令和4年）

（三条警察署調べ）
けいさつしょ

令
和
元
年

令
和
２
年

平
成
30
年

令
和
３
年

令
和
４
年

わ
き
見
運
転

安
全
不
確
認

あ
ん
ぜ
ん  

ふ  

か
く
に
ん

ハ
ン
ド
ル
ミ
ス

ブ
レ
ー
キ
ミ
ス

う
ん
て
ん

て
い  

し

ふ

一
時
不
停
止

し
ん
ご
う  

む
　
し

信
号
無
視

（件）（人） （人）

0

2

4

6

8

10

（件）はっせいけんすう

発生件数

な
けが人
亡くなった人

自動車側の理由
がわ り ゆう

0

5

10

15

20

25

30

　自
じ

動
どう

車
しゃ

がこわれてるわ！
スピードの出しすぎかしら…？
乗
の

っていた人は，だいじょうぶなのかな？

　令和４年の三
条市の交通事故
の中で，子どもの
事故は２件

けん

，自
じ

転
てん

車
しゃ

の事故は
13件です。

　〔1〕おそろしい交通事故

　〔2〕三条市の交通事故

6  事
じ こ

故や事
じ

件
けん

からまちを守
まも

る

（1）交
こうつう

通事故をふせぐ

48 49

　〔3〕交通事故をふせぐせつび
①歩行者

しゃ

用信号機
き

　何のために赤いめも
　りはあるのだろう。

②交通標
ひょう

識
しき

と歩行者用道路
　何を表す標識かな。
　黄色のタイルは何だろう。

③グリーンベルト
　道路のはしが緑色に
　なっているのはなぜ
　だろう。

（三条郵
ゆう

便
びん

局
きょく

前交
こう

差
さ

点
てん

）

（市
し

役
やく

所
しょ

前歩道）

（裏
うら

館
だて

小学校前道路
ろ

）

0

5

10

15

20

25

30

0

5

10

15

20

25

30

③交通事故の月別発生数（令和４年） ④交通事故の時間別発生数（令和４年）
つきべつはっせい

1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月

（件）

（三条警察署調べ）

（件）

0
時
〜

2
時
〜

4
時
〜

6
時
〜

8
時
〜

10
時
〜

12
時
〜

14
時
〜

16
時
〜

18
時
〜

20
時
〜

22
時
〜

（件）
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新潟県警
けいさつ

察本部（新潟市）

交通管
かんせい

制センター

三条市消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

三条警察署
しょ

通
つうしん

信指
し

令
れい

室

（2）110 番のしくみ

　110 番すると
どこに電話がつ
ながるのかな。
どんなしくみに
なっているのだ
ろう？

　みなさんからの110番の電話は、警察本部の通信指令室につなが

ります。通信指令室は、すぐ近くの警察署や事故・事
じ

件
けんげん

現場
ば

の近く

にいるパトカーなどに無
む

線
せん

で連
れんらく

絡し，警察官
かん

が現場に向
む

かいます。

駐
ちゅうざいしょ
在所・交番

事
じ こ
故の場所

50 51

①交通指
し

導
どう

③落
お

とし物
もの

の受
う

け取
と

り

⑤地区のパトロール

②道案
あんない

内

④地
ち

区
く

の家
か

庭
てい

訪
ほうもん

問

⑥事故や事件への出
しゅつ

動
どう

（3）駐在所の警察官の仕
し

事
ごと
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　昔のくらしの道具をさがしに，三
条市歴

れき

史
し

民
みん

俗
ぞく

産
さん

業
ぎょう

資
し

料
りょう

館
かん

に行ってみ
ました。
　明

めい

治
じ

時
じ

代
だい

から昭
しょう

和
わ

のはじめまで使
つか

っ
ていたものがありました。
　今使っている道具と，どこがちが
うでしょうか。 歴史民俗産業資料館（本町）

羽
は

釜
がま

ラジオの中ラジオ電話機
き

（1）昔
むかし

のくらしの道
どう

具
ぐ

アイロン

炊
すい

飯
はん

器
き

陶
とう

器
き

製
せい

の湯
ゆ

たんぽ

おひつ

7  三条市の人々のくらしのうつり変
か

わり

52 53

土
ど

　間
ま

笠
かさ

・みの・もっこ
こすき　など

しめ干
ほ

しかご

炭
すみ

　箱
ばこ

箱まくら

夜
よ

着
ぎ

・わらふとん・箱まくら

円
えん

　座
ざ

火　鉢
ばち

あんどん寝
ね

　間
ま

居
い

　間
ま

ちぐら

　下田郷
ごう

資
し

料
りょう

館
かん

（ウェルネスしただ内）に

は，農
のう

家
か

の家の中の様
よう

子
す

が展
てん

示
じ

してありま

した。

　いろいろな道
どう

具
ぐ

があります。どうやって

使
つか

ったのでしょうか。
ウェルネスしただ（飯

いい

田
だ

）
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（2）三条にのこる昔
むかし

三条地
ち く

区

　本成寺は，1297年に開
ひら

かれまし
た。毎年，2月3日の節

せつぶん

分に行われ
る鬼おどりは，鬼たちが大きな声を
上げて，鋸

のこぎり

や斧
おの

などの金
かなもの

物を持
も

って
あばれまわります。最

さい

後
ご

は大
おおぜい

勢で豆
まめ

をなげつけて鬼を追
お

い払
はら

い，平
へい

和
わ

と
安
あんぜん

全を祈
いの

ります。

③本
ほん

成
じょう

寺
じ

の鬼
おに

おどり

　三条夏まつりは、８月上
じょう

旬
じゅん

に行わ
れます。小学生による凧

たこ

ばやし踊
おど

り
や市民民

みん

謡
よう

踊り流
なが

し、夏神
み

輿
こし

や花火
大会などがあります。

②三条夏まつり

　八幡宮は，885年に，京
きょう

都
と

から神
かみ

様
さま

をおむかえして建
た

てら
れたと伝

つた

えられており，三条を
代
だいひょう

表する神
じんじゃ

社です。大名行列
は，毎年5月15日の八幡宮の祭

まつ

りで行われます。行列は古くか
ら行われていましたが，1822
年から今のような形になったそ
うです。
　毛

け

槍
やり

を持った奴
やっこ

さんが行列の
先頭をつとめ，次

つぎ

に大
おおぼこ

鉾が続
つづ

きます。一本歯
ば

の高い足
あし

駄
だ

をはいた天
てん

狗
ぐ

様は
有
ゆうめい

名です。この日はまちをあげてお祭り気分にひたります。

①八
はちまんぐう

幡宮と大
だい

名
みょう

行
ぎょう

列
れつ
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　見
み

附
つけ

市に接
せっ

する小滝には1248

年に開かれたという東山寺があ

ります。山門にある四天王像は，

高さが2ｍ以
い

上
じょう

あるりっぱな像で

す。四天王というのは仏様の世
せ

界
かい

を守
まも

る神様で，よろいで身
み

をかた

め，持
じ

国
こく

天
てん

は東，増
ぞう

長
ちょう

天
てん

は南，多
た

聞
もんてん

天は北，広
こうもくてん

目天は西を守ってい

ます。

広目天（西）

多聞天（北）

持国天（東）

増長天（南）

①東
とうざん

山寺
じ

の木
もく

造
ぞう

四
し

天
てん

王
のう

立
りゅう

像
ぞう

（小
こ

滝
たき

）

栄地区

　吉野屋遺跡は、昔の人たちが

住んでいた場所で、今から５千年

ほど前の縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

中ごろに大き

な村があったことが分かります。

ほり出されたものは、昔の人たち

が作ったものです。

③吉
よし

野
の

屋
や

遺
い

跡
せき

　栄地
ち く

区の神
じんじゃ

社で，春と秋の祭
まつ

りに舞
ま

われる神楽です。200年

ほど前から受
う

けつがれてきたと

いう，33の舞
まい

が伝
つた

えられていま

す。豊
ほうさく

作への願
ねが

いや，平
へい

和
わ

への祈
いの

りをこめて舞われています。

②栄
さかえ

神
か

楽
ぐら

栄神楽の稚
ち

児
ご

舞
まい

（彌
や

彦
ひこ

神社にて）

お祈
いの

りに使った土
ど

偶
ぐう

（土の人形）
（撮

さつ

影
えい

　小川忠
ただ

博
ひろ

　氏
し

）
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　今から800年ほど昔
むかし

，力を

もった武
ぶ し

士が日本の各
かく

地
ち

を支
し

配
はい

するようになっていました。武

士はふだんは平
へい

地
ち

の館に住
す

み，

近くの丘
おか

や山に城
しろ

をきずいて，

戦
たたか

いにそなえていました。飯田

には，下田地区に勢
せい

力
りょく

をもって

いた五十嵐氏
し

の館跡がのこって

います。

　最明寺観
かんのんどう

音堂にまつられてい

る千手観音像は，800年ほど前

につくられました。千の手を持
も

っ

て，人々を救
すく

うといわれています

が，このようにすわっている像は

めずらしいということです。

　中浦歌舞伎は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の終わ

りごろに地
じ

元
もと

の人たちによって始

められたといわれています。当時使

われていた、衣
いしょう

装や大
おお

道具、小道

具、台本などが200年ほどたった

今でも数多く残
のこ

されています。これ

らの資
しりょう

料は、三条市内でこの中浦

地区にしか確
かく

認
にん

されていません。

②千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

（院
いんない

内・最
さい

明
みょう

寺
じ

）

③中
なか

浦
うら

歌
か

舞
ぶ

伎
き

①五
い

十
か

嵐
らし

館
やかた

跡
あと

（飯
いい

田
だ

）

下田地
ち く

区

飯田小学校児童による中浦歌舞伎の練習風景
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　昔は，人や物を運
はこ

ぶのに船が多く

利
り

用
よう

されました。三条は，五十嵐川

と信濃川の二つの大きな川が出合う

交通の要
ようしょ

所として，各
かく

地
ち

から多くの

船が出入りし，人や物の集
あつ

まる所と

して大
たい

変
へん

にぎわいました。特
とく

に，五
ご

ノ
の

町
ちょう

（今の本町六丁
ちょう

目）は，三条川
かわ

港
みなと

があり，三条でいちばんにぎやか

な所でした。

　五十嵐川が信濃川に流
なが

れこむ所
ところ

にひらけた三条は，昔からたびたび

大水の被
ひ

害
がい

にあいました。田
た

畑
はた

を流
なが

された農
のう

家
か

の人たちは，くらしを

守
まも

るために「家
や

釘
くぎ

（和
わ

釘
くぎ

）」をつくり出しました。代
だい

官
かん

所
しょ

奉
ぶ

行
ぎょう

の大
おおたに

谷清
せい

兵
べ え

衛は，和釘づくりを後
あと

おししました。これが三条の金
かな

物
もの

づくりの始ま

りといわれています。その後，商
しょう

人
にん

や鍛
か

冶
じ

職
しょく

人
にん

の人たちの努
ど

力
りょく

によって，全
ぜん

国
こく

でも

有
ゆう

名
めい

な「金物のまち」となりました。

川蒸
じょう

気
き

船
せん

　三条に人が住
す

み始
はじ

めたのは，今から1万年くらい前と考えられてい

ます。このころは，五
い

十
か

嵐
らし

川にそった小高い丘
おか

に人が住んでいたよう

です。

　今から1200年前くらいになると，池や沼
ぬま

の一部
ぶ

が田につくり変えら

れ，それにつれて信
しな

濃
の

川や五十嵐川にそった平
へい

地にも人が住むように

なってきました。

（3）くらしのうつり変
か

わりと新しい三条市へ　

　〔1〕大水と金
かなもの

物

　〔2〕川の交通と信
しんえつほんせん

越本線の開
かいつう

通
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　1897（明
めい

治
じ

30）年に北
ほくえつてつどう

越鉄道（今のＪ
ジェーアール

Ｒ信
しんえつ

越本線）が開
かいつう

通して一

ノ木戸駅
えき

（今の東三条駅）ができ，翌
よくねん

年には，三条駅，帯
おびおり

織駅ができ

ました。それによって，新
にいがた

潟，長
ながおか

岡方面に汽車で行くことができるよ

うになりました。鉄道ができると，それまでたくさん利
り

用
よう

されていた

川
かわ

船
ぶね

がしだいにへり，それにかわって鉄道が利用されるようになって

きました。

　そして，まちの中心は，川
かわ

港
みなと

として栄
さか

えた五ノ町（本町六丁目）か

ら，駅に便
べん

利
り

な大
おおまち

町や二ノ町（本町二丁目，四丁目）にうつってきま

した。

　新潟県
けん

には石油や天
てんねん

然ガスがう

まっている油田がたくさんあり，

1917（大
たい

正
しょう

6）年の3月には，栄

地
ち く

区北
きたがた

潟の大面油田で石油が大噴

出しました。当時は1日にドラム缶
かん

5000本分もの石油が出て，子ど

もたちが石油をくんで，会社に売

りに行くすがたも見られました。

　しかし，出てくる石油の量
りょう

はし

だいに少なくなり，1963（昭
しょう

和
わ

38）年に閉
へいざん

山となりました。

　 鉄 道 が で きて，

人々のくらしはどう

変
か

わったのかな。

　〔3〕石
せき

油
ゆ

が噴
ふん

出
しゅつ

した大
おお

面
も

油
ゆ

田
でん
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　1933（昭和8）年，三条にはじ

めて上水道が引かれました。水は，

五
い

十
か

嵐
らし

川から取
と

りました。それまで

は，人の力やモーターの力で，川の

水をくみあげて利用したり，井
い

戸
ど

水
みず

を利用したりしました。川には「カ

ワド」といって，板
いた

でつくった水く

み場がありました。

　三条は，時
じ

代
だい

が進
すす

む中でしだいに大きくなり，まちの様
よう

子
す

も変
か

わっ

てきました。

　一ノ木戸村，裏
うらだて

館村，栗
くり

林
ばやし

村などが三条町に合
がっぺい

併し，1934（昭和

9）年1月1日には「三条市」となりました。また，長
ながさわ

沢村・森
もりまち

町村・

鹿
か

峠
とうげ

村が合併して，「下田村」になり，大面村と福
ふく

島
じま

村が合併して

「栄村（のちに栄町）」になりました。

　〔5〕新しい三条へ

　〔4〕上
じょう

水
すい

道
どう

ができて

　上水道ができる前は，毎
まいあさ

朝4時か5時に起
お

き出して，五十嵐川へ飲
の

み水をくみに行ったものですよ。五十嵐川には，いくつもカワドが

できていて，大
おおぜい

勢の人が水をくんだり，米をといだり，野
や

菜
さい

を洗
あら

っ

たりしていました。

　朝の水くみは女の人の仕
し

事
ごと

で，川の水がにごればくめないし，夏

になって水がへると，川のまん中ま

で行ってくまなければなりませんでし

た。そんなときのために，どの家でも

大きな「水がめ」に2，3日分の水は，

用
よう

意
い

していたものでした。

昔
むかし

の人の話

上水道の工事
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　1978（昭
しょう

和
わ

53）年には，北
ほくりく

陸自
じ

動
どう

車
しゃ

道
どう

（新
にいがた

潟〜長
ながおか

岡）が開
かい

通
つう

し，

「三条燕
つばめ

インターチェンジ」がつくられました。また，1982（昭和

57）年には，上
じょう

越
えつ

新
しん

幹
かん

線
せん

（新潟〜大
おおみや

宮，今は新潟〜東京）も開通し，

インターチェンジの近くに「燕三条駅
えき

」がつくられました。これらの周
しゅう

辺
へん

地
ち

域
いき

は，計画にもとづいて開
かいはつ

発が進
すす

められ，大きく発
はってん

展しました。

　2005（平成17）年5月には，三条市と栄
さかえ

町，下田村が合
がっ

併
ぺい

し，三

条市は，さらに大きく広がりました。そして，もとの3市町村のよい

ところを生かしたまちづくりが進められています。

上越新幹線燕三条駅・北陸自動車道三条燕インターチェンジ付
ふ

近
きん

　三条・栄・下田地区のそれぞれのよいところは
何かな。話し合ってみよう。

三条燕インター
チェンジ

燕三条駅

北陸自動車道

上越新幹線
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栄 地 区
2005（平成１７）年５月１日

1 1 6 4 1 人

本 成 寺 地 区
1954（昭和29）年11月１日

5 5 0 5 人

大 崎 地 区
1954（昭和２９年）11月１日

6 5 5 2 人

井 栗 地 区
1951（昭和２６）年６月１日

4 6 8 9 人

三
条
地
区

中 ノ 口 川

五
十

嵐
川

（　　）内 合併年月日
　　 　 そのときの人口

信 濃 川

大 島 地 区
1955（昭和30）年１月１日

3 4 5 0 人
市 制

1934（昭和9）年１月１日
3 2 8 9 7 人

大 野 畑 地 区
1960（昭和３５）年４月１日

6 2 4 人

下 田 地 区
2005（平成17）年５月１日

1 1 0 4 0 人

おお  じま

おお さき

おお  の   はた

ほん じょう じ

し  せい

い ぐり

広くなっていった三条市

1934年 1960年 2005年

　これからの三条市は，
どんなふうに変わって
いくのかな。

　みんなで考
えてみよう。
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　か　 も

加茂市

見附市

にいがた

新潟市
（南区）

つばめ

燕 市

ながおか　　　　  とち お

長岡市（栃尾地区）

北
陸
自
動
車
道

ほ
く
り
く
じ
ど
う
し
ゃ
ど
う

信濃川

しな
の
がわ

信濃川
しな

の

中
ノ
口
川

Ｊ
Ｒ
信
越
本
線

し
ん
え
つ
ほ
ん
せ
ん

国
道
８
号

国道
403号

国
道
289号

国
道
8
号

国道403号

国
道
290
号

国
道
290
号

つばめ
さんじょう

さんじょう

JR弥
彦
線

や
ひ
こ
せ
ん

ひがし
さんじょうきたさんじょう

ほない

とうこうじ

おびおり

五十嵐川
いか ら し

国道289号

大谷ダム

笠堀ダム
かさぼり

おおたに

市の土地の様子がどのようになっているか，調べてみましょう。

三条地区

栄地区

下 田 地 区

工場の多い所

山　地店の多い所

田畑の多い所

じゅうたくの多い所

しら

み つ け

ところ

上
越
新
幹
線

じ
ょ
う
え
つ
し
ん
か
ん
せ
ん

8  わたしたちのふるさと　三条

（1）三条市の土地利
り

用
よう

の様
よう

子
す
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か

わり
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（4）くらしを豊
ゆた

かにする所
ところ

どんなときに，どのしせつを使
つか

えばよいのか考えましょう。

④体育文化会館 ⑤まちやま

⑥三条・燕
つばめ

総合グラウンド ⑦三条パール金
きん

属
ぞく

スタジアム（市
し

民
みん

球
きゅう

場
じょう

）

⑧いい湯
ゆ

らてい ⑨槻
つき

の森
もり

運
うん

動
どう

公園

①総
そうごう

合福祉センター ②すまいるランド ③あそぼって

〔
文ぶ
ん

化か

・
教き
ょ
う

育い
く

・
ス
ポ
ー
ツ
し
せ
つ
〕

〔
観か

ん

光こ
う

し
せ
つ
・
公
園
〕

〔
福ふ
く

祉し

し
せ
つ
〕
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　〔1〕ごみ収集のうつり変
か

わり

　〔2〕今の三条市のごみ収集
　　　　　　　　　　　（令和 5 年度）

9  わたしたちのくらしとごみ
（1）三条市のごみ収

しゅうしゅう
集

い　つ ことがら ごみの分別・収集のしかた

1886（明
めい

治
じ

19）年 三条町を中心に収集が始
は じ

まる。

1938（昭
しょう

和
わ

13）年 嘉
か

坪
つ ぼ

川に塵
じん

芥
かい

焼
しょう

却
きゃく

場
じょう

ができる。

1967（  〃  42）年 燃
も

えるごみ週３回，燃えないごみ年４回

1971（  〃  46）年 道
どう

心
しん

坂
ざか

最
さい

終
しゅう

処
しょ

分
ぶん

場
じょう

でうめ立てを始める。 燃えないごみが月１回になる。

1973（  〃  48）年 旧
きゅう

清掃センター第一ごみ焼
しょう

却
きゃく

しせつ

が運
う ん

転
て ん

を始める。

1975（  〃  50）年 燃えないごみが月２回になる。

1980（  〃  55）年 旧清掃センター第二ごみ焼却しせつ

と粗
そ

大
だ い

ごみ処
し ょ

理
り

しせつができる。

1985（  〃  60）年 資
し

源
げ ん

ごみ（空きビン），有
ゆ う が い

害ごみ（使
し

用
よ う

済
ず

み電池）を加
く わ

えた４分
ぷ ん べ つ

別になる。

1999（平
へいせい

成11）年 旧三条市で９分別収集を実
じ っ

施
し

する。 ごみの分別が９分別になる。

2003（  〃  15）年 粗
そ

大
だい

ごみの戸
こ

別
べつ

収集を始める。 ごみぶくろが有
ゆ う

料
りょう

になる。

（燃えるごみ・燃えないごみ）

2005（  〃  17）年 旧三条市，栄
さかえ

町，下田村が合
が っ ぺ い

併し，

新しい三条市となる。

2012（  〃  24）年 今の清
せ い そ う

掃センターが運転を始める。

2020（令和 ２ ）年 最
さ い

終
しゅう

処
し ょ

分
ぶ ん

場
じょう

が桑切にうつる。

2022（令和 ４ ）年 ごみの分別が12分別になる。

　家
か

庭
てい

に配
くば

られるお知らせとごみカレン

ダーをよく見て，きめられた日に，きめ

られたごみの集
しゅう

積
せき

所
じょ

に出します。

　ごみは正しく分
ぶん

別
べつ

して，まちがわない

ように出しましょう。

12分別のごみ収
しゅうしゅう

集
ごみの種

しゅ

類
るい

収
しゅうしゅう

集回
かい

数
すう

①燃えるごみ 週３回
②燃えないごみ 月２回
③ペットボトル 月１回
④ガラスビン 月１回
⑤空き缶 月２回

古こ

紙し

類る
い

⑥新聞（チラシ）

月２回
⑦段ボール

⑧紙パック

⑨雑
ざっ

誌
し

・その他の紙

有ゆ
う

害が
い

物ぶ
つ

⑩蛍
けい

光
こう

管
かん

年２回
（5月・11月）⑪乾

かん

電
でん

池
ち

⑫小
こ

型
がた

充
じゅう

電
でん

式
しき

電
でん

池
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　〔3〕ごみの出し方

　〔4〕ごみカレンダー

ごみの分け方・出し方

受 付 休業1・2月火、木、土曜日　午後1時～午後5時3～12月 月、水、金、日曜日
4/29、5/3～5/6、12/29～12/31

３～12月の
休業日

マークがついた
ペットボトル

令和5年度
三条市

区分・分別マーク 出し方

燃
え
る
ご
み

資
源
物

有
害
物

燃
え
な
い
ご
み

透明または
半透明の袋に

入れる

専用ケースに
横にして入れる

（袋は持ち帰る）

透明または
半透明の袋に

入れる

透明または
半透明の袋に

入れる
収集は

５月と11月

①～④の
種類ごとに

ひもでしばる

主 な 種 類 と 注 意 事 項

区分・分別マーク

天ぷら油（植物油）

乾電池ペットボトル 小型家電

インクカートリッジ

水銀体温計・温度計・血圧計

せん定枝・樹木の幹
緑のリサイクルセンター　　　　　　代官島２７２１－１　☎0256-34-4921

出 し 方 主　　な　　種　　類 注　意　事　項

ごみステーションに出す（分別して朝８時までに出してください）
※決められたごみステーション以外には出せません。※事業所のごみ（農業ごみを含む。）は出せません。
※違反ごみシールが貼られたものは回収しませんので、持ち帰って適正な方法で処分してください。 粗大ごみの戸別収集は裏面を見てね

※価格　1セット（10枚）
　 大（45L） 540円
　 中（30L） 360円
　 小（15L） 180円
　極小（10L） 120円

※価格　1セット（10枚）
　 大（45L） 540円
　 中（30L） 360円
　 小（15L） 180円
　極小（10L） 120円

燃えないごみ用の
指定袋に入れる

燃えるごみ用の
指定袋に入れる

生ごみ

せん定枝 樹木の幹

リサイクルできない紙くず

食品の容器
幅広なもの・長尺なもの

おおむね40cm以下に切断して

水をよく切って

ティッシュ、カーボン紙、ビニールコート紙、
感熱紙、食品・油等の付着した紙

カーテン、ビニールシート、ゴムホース、木材（太さ15㎝以下）など
衣類・繊維製品、革製品

発泡スチロールプラスチック製品
（指定袋に入らないものは粗大ごみ）

（電池類を取り外した）小型家電製品類 金属類（指定袋に入らないものは粗大ごみ） ガラス・
陶磁器類

スプレー缶・ライター・
カセットボンベ

そ の 他

必ず使い切って屋外で  
穴を開けて、ライターは
完全にガスを抜いて　 

白熱電球・
LED電球など

●中身を出して水ですすぐ
●キャップ・ラベルは燃えるごみへ

●中身を出して水ですすぐ
●プラスチック製キャップは燃えるごみへ
●金属製キャップは燃えないごみへ
●割れたガラスびんは燃えないごみへ
●中身を出して水ですすぐ
●汚れているもの、さびているものは
　燃えないごみへ

●紙パックは水ですすいで切り開き乾燥させてひもで
しばる

●内側を銀色などに加工してある紙パックは燃える
ごみへ

アルカリ乾電池、マンガン乾電
池、リチウム電池、ボタン電池

リチウムイオン電池、電池パッ
ク、モバイルバッテリー

鉱物油、ラード（豚油）、
牛脂、パーム油、ヤシ
油は回収できません。

電池、蛍光灯、電球、家電リサイクル法対象品目、
分解した家電などは回収できません。

●電気・電池で動く小型家電製品で、回収ボックスの投入口に入る大きさ（縦15ｃｍ×横35ｃｍ以下）のもの
●電池（乾電池、小型充電式電池）や電池パックが取り外せない小型家電製品類

割れたものは
燃えないごみへ

②段ボール ③紙パック ④雑誌・その他の紙

リサイクル協力店は
「一般社団法人JBRC」の
ホームページで検索できます

割れないよう購入時の箱に入れて ボタン電池、小型充電式電池類はテープ類で絶縁して　　　　　　　　　　　 

清掃センターに持ち込む （福島新田乙２３９　☎０２５６-４５-４７９７）　※有料

拠点回収を利用する （回収場所は「ごみカレンダー」をご覧ください）  ※無料  ※事業所のごみは出せません。

●粗大ごみ、燃えるごみ、燃えないごみの種類ごとに分別して持ち込んでください。
●少量の燃える・燃えないごみは、指定袋に入れてきてください。（計量しません）
●幅広なもの（布・ビニール製品等）、長尺なもの（ビニールひも・ロール紙等）は40cm
　以下に切ってください。ただし、粗大ごみの品目にあるものは切断・分解不要です。
●ひもやファイルで綴じた書類はばらしてください。

●清掃センター　ごみ搬入の流れ（有料）
①受付棟で書類に記入 → ②車両ごと計量 →
③ごみを降ろす（ご自身で行っていただきます） →
④車両ごと計量 → ⑤受付棟で精算

引取りでき
ないもの

⇒裏面

粗大ごみ
燃えるごみ
燃えないごみ

受 付 月曜日～土曜日 （祝日は営業、12/31～1/3は休み）　午前8時30分～午後5時　※12/30は営業時間を短縮（午後1時まで）
ごみの重量10㎏当たり65円です

ごみの出し方・収集・持込みについてのお問合せは 三条市清掃センター ☎0256-45-4797

小型充電式電池

Ni-Cd Ni-MH Li-ion

蛍光管 乾電池 小型充電式電池

塗料缶、オイル缶は
中身を空にして

灯油は完全に
抜いて

割れたガラス、
刃物類は紙で包ん
で「危険」と表示

飲料用、調味料、
化粧品、飲み薬
などのガラスびん

飲料用、缶詰、
お茶、お菓子
などの空き缶

●白熱電球、LED電球、割れた蛍光管は燃えないごみへ
●下記のマークの小型充電式電池およびモバイルバッテリーのうち
　「一般社団法人JBRC」の会員企業の電池は、同社団法人のリサイ
　クル協力店の回収ボックスにおいて無料で回収しています。

ペットボトル

ガラスびん

空 き 缶

古 紙 類

蛍 光 管
乾 電 池
小型充電式電池

家庭

主な種類と注意事項を確認して

ペットボトルに入れて、
キャップをして

枝と幹は分別して、ひも等でしばらないでください 透明または半透明の袋に入れて

●キョウチクトウ、アセビ、イチイ、ウルシなど毒性を有する
樹木は燃えるごみへ

●笹、竹、シュロ、カイヅカイブキ、樹木の根、腐食した樹
木、草、葉などは燃えるごみへ

長さ50cm以内長さ１m以内

太さ10cm未満

拠点回収もご利用ください

収集
できません

小型家電リサイ
クルの対象品目
は拠点回収もご
利用ください

乾電池、小型充電式電池は拠点回収もご利用ください

①新聞・チラシ

小さな紙は雑誌にはさんで

トナーカートリッジは
回収しません

食品トレイはスーパー等の
回収ボックスも利用してください

中身を空にして

はずせない小さな金具はつけたままで

ビデオテープやカセット
テープは指定袋に３個まで

➡

※上記以外の日に出す場合は、
清掃センターに持ち込んでく
ださい。（10kg当たり65円で
の重量精算となります。）

太さ
10cm
以上

電池、電池パックが取
り外せない製品は燃
えないごみに出せま
せん。（拠点回収へ）
 

Li
-io
n

Li
-io
n

　自分たちの地いきの
収集日はどうなってい
るだろう。
　学びリンクで調べて
みよう。
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①三条市清掃センター（福
ふくじましんでん

島新田）

（2）ごみを処
しょ

理
り

するしせつ
　市内で集められたごみを処理するしせつは，福

ふく

島
じま

新
しん

田
でん

にある清
せい

掃
そう

セ
ンターです。
　このしせつでは，灰

はい

をスラグ※1として取り出して利
り

用
よう

したり，発
はっ

生
せい

した熱
ねつ

を利用してタービン※2で発
はつ

電
でん

したりするなど，最
さい

新
しん

の設
せつ

備
び

で安
全にごみの焼

しょう

却
きゃく

処
しょ

理
り

をしています。
※1 スラグ……ごみを燃やしたあとに発生した灰を高温でとかしたもので，道路

を舗
ほ

装
そう

するときの原
げん

材
ざい

料
りょう

になる。
※2 タービン…ごみを燃やした熱で蒸

じょう

気
き

をつくり，その蒸気で羽
は

根
ね

車
ぐるま

を回
かい

転
てん

させ
て電気を起こすしくみ

②収
しゅう

集
しゅう

車
しゃ

からごみを出す

⑦焼却設
せつ

備
び

ふ ねんぶつ てつ

さい りよう

は

は

き

か ろ

ごみクレーンでまぜたり持ち上げたりする

ガス化炉

ご
み
破
さ
い
機ごみ

ピット
破さい
ごみピット

不燃物 ●鉄
●アルミ（再利用）
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③清掃センターに集まるごみの量
りょう

平
成
30
年

平
成
25
年

平
成
20
年

平
成
15
年

平
成
10
年

平
成
5
年

0

1

2

3

4

5
（万トン） もえるごみ

もえないごみ

（1トン＝1000kg）

④種類別のごみの量（R４）

⑤クレーンでごみを運
はこ

ぶ ⑥中
ちゅう

央
おう

せいぎょ室

学びリンクで
くわしく見て
みよう。

ねんしょう ろ

ゆうがい

ひ ばい

き

は
い

ひ

げんおんボイラー

タービン
はつでんき

発電機

ごみを燃やして出た
有害なものを取りのぞく

燃焼ようゆう炉 飛灰をかためて
すてる

えんとつ

しょくばい
だっしょうとう
しょくばい
だっしょうとう

減温とう ろか式集じん器
排
ガ
ス
を
冷
や
す

スラグ
（再利用）

灰をとかす灰をとかす

（三条市清掃センター調
しら

べ）

ごみの種
し ゅ

類
る い

重さ（トン）

もえるごみ 32987

古紙るい 2058

もえないごみ 964

ガラスびん 494

ペットボトル 244

空きかん 226
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①集
あつ

められた燃えないごみ

②袋の中をかくにんする作
さ

業
ぎょう

④くだいて細かくなって集められた鉄
てつ

③ごみを細かくくだく破
は

さい機
き

（3）燃
も

えないごみや粗
そ

大
だい

ごみの処
しょ

理
り

　清
せいそう

掃センターには，いらなくなった自
じ

転
てん

車
しゃ

や家
か

具
ぐ

，たたみなどの粗大ごみ，陶
とう

器
き

やガラスなどの
燃えないごみも運

はこ

ばれてきます。これらのごみは清
掃センターの中にあるリサイクルせつびで分

ぶん

別
べつ

さ
れ，細

こま

かくくだかれます。取
と

り出された鉄
てつ

やアル
ミなどは，再

さい

利
り

用
よう

されます。残った燃えるごみは
焼
しょう

却
きゃく

しせつで処理されます。

　ごみの分別の
しかたをしっかり
とまもろう。

　充
じゅう

電
でん

式
しき

の電池や乾
かん

電池，ガスが残
のこ

っている
容
よう

器
き

などが入っていると，火
か

災
さい

などの事
じ

故
こ

の
原
げん

因
いん

になりますので，集められた燃えないご
みの袋

ふくろ

は一つ一つなかみを確
かく

認
にん

しています。

⑤リサイクル設
せつ

備
び

うけ

は き

い

じ じ せん きいち

燃えないごみ
燃えない粗大ごみ

ごみ受入れ
ホッパ

破さい機 燃えるごみは
焼却しせつへ

※一次磁選機

※磁選機

くだいたごみの中から，磁
じ

石
しゃく

の

力を利用して鉄を取
と

り出す。

※粒度選別機

ごみの大きさによって，さらに

ごみを分別する。
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⑥ごみを燃やしたあとに出るもの

①以
い

前
ぜん

の最終処分場（月
つき

岡
おか

） ②現
げん

在
ざい

の最終処分場（桑
くわ

切
きり

）

（4）最終処分場

　最終処分場の埋
うめ

立
たて

量
りょう

には限
かぎ

りがあります。ごみをへら
すことができれば，しせつも長く使うことができますの
で，ふだんから分

ぶん

別
べつ

を心がけましょう。

　ごみを燃やしたあとに出た鉄とアルミやスラグは再利
用（リサイクル）され，最

さい

後
ご

に残
のこ

った飛灰・不燃物は
最
さい

終
しゅう

処
しょ

分
ぶん

場
じょう

に運
はこ

ばれます。

再利用 最終処分場へ

鉄 アルミ スラグ 飛
ひ

灰
ばい

不
ふ

燃
ねん

物
ぶつ

ガラスくずや陶
とう

器
き

（左の建
たて

物
もの

は水をきれいにするしせつ）

　最終処分場には清掃センターで出た飛灰 , 不燃物のほか，処
しょ

理
り

できな
かったガラスくずや陶

とう

器
き

などが運ばれて，埋
う

め立てられます。
　このしせつは，埋

うめ

立
たて

地
ち

を屋
や

根
ね

でおおっているので，風や雨などのえいきょ
うを受

う

けずに埋
うめ

立
たて

作
さ

業
ぎょう

をすることができます。
　また，作業で使

つか

われた処
しょ

理
り

水
すい

は河
か

川
せん

に流
なが

さず，しせつの中で再
さい

利
り

用
よう

し
ています。
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アルミ缶 スチール缶 色ビン

工　　場ガラス工場

新しいビン
あら　　　　 つか

洗って使う

アルミを
とかす工場

てつ

鉄をとかす
工場

ぐん  て

軍手（手ぶくろ）
たまごパック
　　　　　　など

たてもの　　つか

建物に使う
こうざい

鋼材など

  じ  どうしゃ  ぶ  ひん

自動車部品
フライパン
アルミホイル
など　

それぞれの
メーカー

さか

酒ビン
ビールビン

キャップとラベルを
はずしたペットボトル

　　　　かん

空き缶 ガラスビン ペットボトル

  こ     し

古紙を集める会社

印刷用紙

ざっ  し

雑誌新聞紙ダンボール 紙パック

紙パックの
工場

 ティッシュペーパー
トイレットペーパーなど

ダンボール
の工場

ダンボール

新聞用紙の
工場

　　　　よう  し

印刷用紙の
工場

いんさつ

新聞用紙

集
あつ

められた資
し

源
げん

ごみは，どうなるのでしょう。

（5）ごみをへらす　ごみを生かす
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【三条市の自
し

然
ぜん

や環
かん

境
きょう

への取
とりくみ

組】

【３R（スリーアール）ってなに？】

　「かんきょう庵」は，三条市が環
かん

境
きょう

にや
さしく安

あん

心
しん

してくらせるまちづくりを実
じつ

現
げん

するために，2013（平成 25）年４月
にできたしせつです。
　市

し

民
みん

のみなさんに，環境学
がく

習
しゅう

やイベン
トに参

さん

加
か

して，環境を大切に思う意
い

識
しき

を
高めてほしいと思います。

つめかえのできる製
せい

品
ひん

を選
えら

んで買う。

いらなくなったものは捨
す

てずに
必要な人にゆずる。

リサイクルされた製品を選んで使う。

マイバックで買い物をする。

こわれたものをかんたんに捨てずに
修
しゅう

理
り

して使う。

古新聞や空き缶など資源回収に出す。

「かんきょう庵」の人の話

かんきょう庵
あん

（福
ふく

島
じま

新
しん

田
でん

）

⃝エコちゃん サンちゃん

平
へいせい

成19年
ねん

度
ど

に
一
いっぱんこう

般公募
ぼ

して，
三 条市の環 境
マスコットキャ
ラクターに決

けってい

定
しました。

エコバッグ作り

環境情
じょう

報
ほう

だより

リデュース

Reduce

リユース

Reuse

リサイクル

Recycle

使う資
し

源
げん

や
ごみの量

りょう

を
へらすこと

ものを
くり返し
使うこと

使い終わった
ものを資源と
して再

ふたた

び利用
すること

自分にできることはないか、
みんなも考えてみよう。
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10  わたしたちのくらしと水

（1）水道の水をつくる所
ところ

　昔
むかし

の人たちは，川の水や井
い ど

戸の水を使
つか

っていました。

　三条地
ち

区
く

は1933（昭
しょう

和
わ

8）年に上水道が完
かんせい

成し，しだいに町全体に

給
きゅう

水
す い

できる地
ち

域
いき

が広がっていきました。

　栄
さかえ

地区は，1963（昭和38）年に上水道ができました。しかし，翌
よく

年
ねん

に起
お

きた新
にいがた

潟地
じ

震
しん

のためにこわれてしまいました。すぐに復
ふっ

旧
きゅう

工
こう

事
じ

が始
はじ

まり，1965（昭和40）年にもとどおりになりました。

　山地にある下田地区は，豊
ゆた

かな水に恵
めぐ

まれていました。上水道が使

われ始めたのは，1972（昭和47）年からです。

　こうして広がった上水道ですが，工場がたくさんできたり，家
か

庭
てい

で

使う量
りょう

が増
ふ

えたりして，水が足
た

りなくなってきました。そこで，1975

（昭和50）年に三条市が加
か も

茂市などの市町村と一
いっ

緒
しょ

に「三条地
ち

域
いき

水道

用水供
きょう

給
きゅう

企
き

業
ぎょう

団
だん

」をつくり，1979（昭和54）年に工事が始まりまし

た。この工事は，五
い

十
か

嵐
らし

川上
じょうりゅう

流にできる大谷ダムの水をきれいにし，

五つの市町村に送
おく

るようにする工事で，1996（平
へい

成
せい

8）年に完成して

給水が始まりました。

三条市の水道配水量（令和４年度）

三条地域水道用水供給企業団 大崎浄水場
おおさきじょうすいじょう

やく

ぱい

　7,774,280㎥
（学校のプール
　約22,200杯分）

　5,415,635㎥
（学校のプール
　約15,500杯分） 　44,349㎥

（学校のプール
　約130杯分）

おそ ば

遅場浄水場

※プール1杯＝350㎥で計算
か しら

（三条市上下水道課調べ）

はいすい
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中ノ口川

信濃川
加茂市・
田上町へ

か も

た がみ

信濃川

企業団の調整池
企業団の送水管
三条市の浄水場

五　十　　嵐
　　　川

遅場浄水場

大崎浄水場

柳沢調整池
やなぎさわ

おおさき

笠堀ダム

大谷ダム

刈谷田川 飯田調整池

楢山調整池

守
門
川

いい だ 

ならやま

おそ ば 

吉田調整池
吉野屋調整池

よし だ 

よし の　や 

大面調整池

企業団

おお も 

水をつくるところ

　企業団は下田地区長
なが

野
の

にありま

す。ここでつくられたきれいな水

は，三条市内の六つの調
ちょう

整
せい

池
ち

に送

られ，そこから家庭や学校，工場

などに配水されます。

　加茂市や田
た

上
がみ

町にも送られてい

ます。

　〔1〕三条地域水道用水供給企業団
①三条地域水道用水供給企業団

②供給企業団の送
そう

水
すい

管
かん

橋
きょう

（下
しもおおうら

大浦）

　三条地域水道用
水供給企業団と二
つの浄水場によっ
て，水がつくられ
ているんだね。

水道用水供給企業団のしくみ

加茂市・田上町へ

吉田調整池

柳沢調整池

楢山調整池

飯田調整池 こん わ　ち

ちん

か

ちゃくすいせい

浄水池
急速ろ過池

企業団

沈でん池 着水井

大谷ダム

送水トン
ネル

混和池

吉野屋調整池 大面調整池

え
ん
そ

塩
素
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かん速ろ過池

沈でん池

送
そう

水
すい

ポンプ室

急速ろ過池

①かん速ろ過

②急速ろ過

　三条市には，75ページの図のように，大
おおさき

崎，遅
おそ

場
ば

の２か所に浄水場

があります。大崎浄水場にはかん速
そく

ろ過
か

池
ち

と急
きゅう

速
そく

ろ過池があります。

1日にできる水の量
りょう

は，かん速ろ過池で約
やく

7,660㎥，急速ろ過池で約

11,100㎥です。

　〔2〕三条市の浄
じょう

水
すい

場
じょう

浄水場のしくみ

かん速ろ過池

沈でん池
ちん こん わ　ち

だいいちはいすい ち

しゅすい

い か らしがわ

混和池

ポンプ室

第一配水池

きれいに
なった水を

ためておくところ

ポンプ室

取水ポンプ室

五十嵐川

五十嵐川

取水ポンプ室

え
ん
そ

塩
素

調整池

塩
素
急速ろ過池第二配水池

大崎浄水場〈かん速ろ過〉

〈急速ろ過〉
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（人）

（三条市上下水道課調べ）

〈三条市の人口のうつり変わり〉 〈三条市の一年で使用する水の量〉

〈三条市の一日で使用する水の量〉

令
和
4
年

令
和
3
年

令
和
2
年

令
和
元
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

し よう

か しら

0

92,000

94,000

96,000

98,000

100,000

102,000
（万m3）

令
和
4
年

令
和
3
年

令
和
2
年

令
和
元
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

0

1300

1320

1340

1360

1380

（m3）

令
和
4
年

令
和
3
年

令
和
2
年

令
和
元
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

0

34,000

35,000

36,000

37,000

38,000

④使用する水の量のうつり変
か

わり

⑤三条市の一日で使用する水の量の
　うつり変わり

※年間使用量を年間日数で割
わ

った値
あたい

です。
（三条市上下水道課調べ）

※1　給
きゅうすい

水……水道が使えるようになること。
※2　取水口…川などから水を採

さい

集
しゅう

する場
ば

所
しょ

のこと。

　三条市の一日で使う
水の量は，どうなって
いるのかな。

③上水道の広がり
三条地区 栄地区 下田地区

年 ことがら 年 ことがら 年 ことがら

1933（昭和8）

1934
1954（昭和29）〜

1959〜63

1964〜70
1970〜71

1974（昭和49）

1975
1989（平成元）
1993
1996
2005

大崎に浄水場が完
かんせい

成し
て，三条町に上水道が
できる
三条市ができる
井
い

栗
ぐり

・大崎地
ち

区
く

の一
いち

部
ぶ

が上水道になる
大 崎・ 本

ほんじょう

成 寺
じ

地 区に
※1給水が始

はじ

まる
しせつを広げる
篭
かご

場
ば

に新しく※2取水口
をつくる
篭場の取水しせつを改

かい

良
りょう

する

大島地区が上水道になる
大谷ダムが完成する

1956
1963

1964

1965

1983

栄村ができる
尾崎浄水場が完成
する。村に給水が始
まる
新潟地

じ

震
しん

で施設が
すべてこわれる
地震復

ふっきゅう

旧工
こう

事
じ

が終
お

わる

栄町となる

1955

1972

1973

1977

下田村ができる

笠
かさ

堀
ぼり

浄水場が完成し
て，一部で給水が始
まる
外
と

谷
たに

地区まで 給 水
が広がる

遅場浄水場が完成し
て，給水が始まる

三条市，加茂市，田上町，栄村，下田村で三条地域水道用水供給企業団がつくられる

三条地域水道用水供給企業団からの給水が始まる
三条市，栄町，下田村が合

がっぺい

併して新しい三条市になる
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　わたしたちが，毎日の生活や工場などで使
つか

ったあとのよごれた水は，

どうなるのでしょう。

（2）よごれた水を処
しょ

理
り

する所

　昔
むかし

は家
か

庭
てい

や工場で使った水を，そのまま川に流
なが

していました。しか

し，よごれた水をそのまま流すと川や海もよごれ，人
ひとびと

々のくらしに悪
わる

いえいきょうがあります。そこで，三条市では，よごれた水をきれい

にする下水道と処
しょ

理
り

しせつをつくりました。

　下水道には，次
つぎ

のような役
やくわり

割があります。

　よごれた水を，魚がすめるくらいのきれいな水にもどすためには，

たくさんの水が必
ひつよう

要です。

〇 雨水が低
ひく

い所
ところ

にたまらないようにし，災
さいがい

害からくらしを守
まも

る。

〇 よごれた水をためずに，すばやく流すことで，衛
えいせいてき

生的な生活を送
おく

　 ることができる。

〇 川や海の水をよごさず，魚や生き物
もの

がすむ自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

を守る。

よごれた水をきれいにするために必要な水の量
りょう

みそ汁1杯
（２００mL）

使った
天ぷら油
（５００mL）

牛乳1杯
（２００mL）

米のとぎ汁
（２L）

ふろおけ1杯分の
水の量

ふろおけ
４．７杯分

ふろおけ
４杯分

ふろおけ
３２０杯分

ふろおけ
１０杯分

しる ぱい じる

あぶら

ぎゅうにゅう

＝３００L

水は，限りのある資源なんだね。
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（3）三条市下水処理センターの
　　 しくみ

②よごれた水がきれいになるひみつ ③沈
ちん

でん池
ち

④処理センターの人の話

　集
あつ

められたよごれた水に，微
び

生
せいぶつ

物

のまじったどろを加
くわ

えて，空気をふ

きこむと，微生物が活
かっぱつ

発に動
うご

き始
はじ

め，

よごれを食べてくれます。そして，

微生物はかたまりになって水の底
そこ

に

しずみ，上に残
のこ

ったきれいな水だけ

をとります。

　きれいになった水の中にも，大
だい

腸
ちょう

菌
きん

などの細
さいきん

菌がふくまれています。この

水を消
しょう

毒
どく

してから川に流します。また，

下水の通っていない地
ち

区
く

では，自
じ

宅
たく

の

浄
じょう

化
か

槽
そう

できれいにして流しています。

生活排水
せいかつはいすい ポンプ室

沈でん池

汚泥処理しせつへ
←

ちん ち

信濃川
しな の がわ

お
す
い
汚
水
ま
す

さ
い
し
ょ

最
初
ち
ん
で
ん
池

さ
い
し
ゅ
う

最
終
ち
ん
で
ん
池

は
ん
の
う

反
応
タ
ン
ク

し
ょ
う
ど
く
せ
つ
び

消
毒
設
備

ほ
う
り
ゅ
う

放
流

運ばれたよごれた水は，さまざま
な設備を通って，汚泥ときれいな
水に分けられて，再利用されたり，
川に流されたりしています。

お

はこ

でい

さい  り  よう

　下水処理センターでは，次のような
しくみで，よごれた水を
処理しています。

①三条市下水処理センター（塚
つか

野
の

目
め

）

カルケシウム
出典：©一般社団法人 日本下水道施設業協会 ホームページ

ボルティセラ

微生物の例

　下水道ができると，家や工場
などから流される水によって川
がよごされることがなくなります。
みなさんが，せいけつで
安
あん

全
ぜん

なくらしができる
ように，これからも
がんばります。
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上空から見た五十嵐川と浸
しんすい

水した市
し

街
がい

地
ち

（７月14日）

自
じ

衛
えい

隊
たい

のボートに救
きゅうしゅつ

出された人
（７月13日深夜・西

にしよっ

四日
か

町
まち

三丁目）

水害後の大
たい

量
りょう

のごみ（四日町）

　みんなの家では，災
さい

害
がい

にそなえて，どんな用
よう

意
い

をしているのかな。家の
人に聞いてみよう。

　2004（平成16）年7月12日から13日にかけて，三条地
ち

域
いき

で非
ひ

常
じょう

に

はげしい雨がふりました。そのため，五
い

十
か

嵐
らし

川
がわ

左
さ

岸
がん

の堤
てい

防
ぼう

がこわれ，

なくなった人9人，住
じゅう

宅
たく

の被
ひ

害
がい

7,000棟
むね

以
い

上
じょう

，被害総
そう

額
がく

約
やく

290億
おく

円と

いう大水害が起
お

こりました。

　2011（平成23）年7月26日から30日にかけて，新潟県と福島県で
集
しゅう

中
ちゅう

的
てき

にはげしい雨がふりました。新潟県では，五十嵐川など信
しな

濃
の

川
がわ

の六つの支
し

流
りゅう

で堤
ていぼう

防がこわれました。三条市では下田地
ち

区
く

などで土
ど

砂
しゃ

くずれが起き，田
た

畑
はた

が浸水したり，家がこわれたりしました。そのほ
かの地区でも住宅地などに被害がありました。

①平
へい

成
せい

16年7月新
にいがた

潟・福
ふくしまごう

島豪雨
う

（７・13水害）

②平成23年7月新潟・福島豪雨（７・29水害）

（1） 三条市の近年の水
すいがい

害

11  自
し

然
ぜん

災
さいがい

害にそなえるまちづくり
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三条市水防学習館（上須頃） 防災訓練の様子

　7・13水害の後，三条市では災
さいがい

害に強いまちづくりをめざして，水

害や地
じ

震
しん

の対
たいおう

応マニュアルやハザードマップ（災害のはんいを予
よ

測
そく

し

た地図）などを作りました。また，五十嵐川の川はばを広げる工
こう

事
じ

や遊
ゆう

水
すい

地
ち

・調
ちょう

整
せい

池
ち

をつくる工事，防災行
ぎょう

政
せい

無
む

線
せん

の整
せい

備
び

を進
すす

めてきました。

　大雨がふったときは，雨
う

量
りょう

，川の水
すい

位
い

，ダムの様
よう

子
す

によって，市の職
しょく

員
い ん

を急
いそ

いで集
あつ

め，災害警
けいかい

戒本
ほん

部
ぶ

や支
し ぶ

部などをつくり，避
ひ

難
なん

所
じょ

を開
かい

設
せつ

することになっ

ています。

　市内180か所に防災行政無線の屋
おく

外
がい

スピーカーを

つけ，個
こ

別
べつ

受
じゅ

信
しん

機
き

400台を自
じ

治
ち

会
かい

長
ちょう

や民
みん

生
せい

委
い

員
いん

など

に配
くば

って，災害のときに避難情
じょうほう

報を流
なが

すようにしました。また，三条

市メール配信サービスでも，災害避難情報を入手できるようになりま

した。

　さらに「自分たちの地域は自分たちで守
まも

る」という気
き

持
も

ちで，とな

り近所の人たちと助
たす

け合って防災活
かつ

動
どう

を行う自
じ

主
しゅ

防災組
そ

織
しき

をつくるこ

とも進めています。

　三条市では，毎年，防災訓
くんれん

練を行い，さらに安
あんぜん

全にくらせるよう

に，これらの対策について見
み

直
なお

しをしています。

　2014（平成26）年には，上
かみ

須
す

頃
ごろ

に三条市水
す い ぼ う

防学
が く

習
しゅう

館
か ん

が建
けん

設
せつ

され，市
し

民
みん

のほか，各
かく

小・中・義
ぎ

務
む

教
きょういく

育学
が っ こ う

校でも防災の学習に活
かつよう

用されています。

（2）現
げんざい

在の防
ぼうさいたいさく

災対策

三条市豪雨災害対応
ガイドブック・
ハザードマップなど

※90，91ページも見てみよう。
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12  地
ち

域
いき

の発
はってん

展につくした人
ひとびと

々

（1）教
きょう

育
いく

につくした人

諸
もろはしてつ

橋轍次
じ

　諸橋轍次博
はく

士
し

は，1883（明
めい

治
じ

16）年6

月4日，庭
にわづき

月村（今の三条市庭月）に生ま

れました。轍次のお父さんは諸橋安
やす

平
へい

と

いって，漢
かんがく

学（中国の学
がく

問
もん

）の先生でし

た。轍次は，小学校を出た後，奥
おくはた

畑米
べい

峰
ほう

と

いう先生に3年間漢学を学びました。新潟

で師
し

範
はん

学校（先生になるための学校）に入り，さらに東京に出て，学

校で漢学の勉
べん

強
きょう

をしました。学校を卒
そつぎょう

業してからも，群
ぐん

馬
ま

県
けん

や東京の

師範学校の先生になって研
けん

究
きゅう

を続
つづ

け，1929（昭
しょう

和
わ

4）年に文学博士に

なりました。

　1927（昭和2）年のことです。大
たい

修
しゅう

館
かん

書
しょ

店
てん

という出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

から「大
だい

漢
かん

和
わ

辞
じ

典
てん

」をつくることをたのまれました。博士はあまりに大
たい

変
へん

な仕
し

事
ごと

になるので，どうしようかと考えましたが，お弟
で し

子さんなどから協
きょう

力
りょく

してもらうことにして，引き受
う

けました。「大漢和辞典」の第
だい

1巻
かん

が

出たのは，太
たいへいようせんそう

平洋戦争中の1943（昭和18）年のことです。しかし，

1945（昭和20）年に東京大
だい

空
くう

襲
しゅう

があり，爆
ばくだん

弾が印
いん

刷
さつ

工場に落
お

ち

て，印刷するばかりになっていた

印刷の版
はん

が全
ぜん

部
ぶ

だめになってしま

いました。けれども，博士は大
おおぜい

勢

の人たちの協
きょう

力
りょく

やはげましの声に

ささえられて，引き受
う

けてから①博士の生家（庭月）
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30年あまりかかって，1960

（昭和35）年に完
かんせい

成させまし

た。できあがった「大漢和辞

典」は全部で13冊
さつ

で，合わせ

て1万5000ページにもなります。

　文学博士として長い間漢学の研究を続けました。大学で漢学の先生

をしていましたが，上
じょう

皇
こう

陛
へい

下
か

に特
とく

別
べつ

に学
がく

問
もん

を教えたこともあります。

天
てんのう

皇陛下の名前「徳
なるひと

仁」も博士がつけました。

　博士は東京に住んでいましたが，ふるさとの下田が大好
す

きで，8月

のお盆
ぼん

にはお墓
はかまい

参りに帰りました。そして，山や田の広がる景
け

色
しき

をな

がめ，ふるさとの人々と楽しく話を交
か

わしていました。「ふるさとの

夢
ゆめ

しか見ない」というほど，ふるさとの下田を愛
あい

していました。

　博士は1962（昭和37）年に下田村の名
めい

誉
よ

村
そんみん

民になりました。

　その後，博士は1964（昭和39）年に大学などの仕
し

事
ごと

をやめました。

翌
よくねん

年に学問につくした人にあたえられる文
ぶん

化
か

勲
くん

章
しょう

を受けました。博士

がなくなったのは1982（昭和57）年12月8日，99歳
さい

のときでした。

1992（平
へい

成
せい

4）年に，博士の功
こうせき

績を広く伝
つた

えるため，「漢
かん

学
がく

の里
さと

」諸

橋轍次記
き

念
ねん

館
かん

が博士の生まれた家の近くに建
た

てられました。記念館で

は，博士が子どものころのことや，美
うつく

しい書
しょ

などを見ることができま

す。博士の生まれた家も，文
ぶん

化
か

財
ざい

として保
ほ

存
ぞん

されています。

　博士が残
のこ

した「大漢和辞典」

は，これからもずっと，多くの

人々の学問のささえになっていく

ことでしょう。

③「漢学の里」諸橋轍次記念館

②記念館にある「大漢和辞典」
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①ふだんの五
い

十
か

嵐
らし

川
がわ

（一
いっしんばし

新橋付
ふ

近
きん

） ②今も残
のこ

る水
みずくら

倉（西
にしなか

中）

（2）治
ち

水
すい

につくした人々

　信
しな

濃
の

川
がわ

と五十嵐川，刈
かり

谷
や

田
た

川
がわ

が流
なが

れる三条市は，昔
むかし

から水
すい

害
がい

の多い

ところでした。いつもは，これらの川は，飲
の

み水やいねを育
そだ

てるため

などに使
つか

われ，人々の生活にとって，大
たいへん

変役
やく

立
だ

っています。ところ

が，ひとたび大雨がふると，家や田
た

畑
はた

をおし流し，たくさんの人の命
いのち

をうばうことさえありました。

　たとえば，五十嵐川の1872（明
めい

治
じ

5）年の大水では，四
よっ

日
か

町
まち

，新
しん

保
ぼ

，島
しま

田
だ

などが大きな被
ひ

害
がい

を受
う

け，1897（明治30）年の大水では，

三
さん

竹
ちく

の堤
てい

防
ぼう

がやぶれ，裏
うらだて

館と荒
あらまち

町をのぞく五十嵐川の北側
がわ

の地
ち

域
いき

は，

どろの海になったと言われています。

　また，信濃川と五十嵐川，刈谷田川に囲
かこ

まれた地域では，土地が低
ひく

いために，ひとたび大水になると，貝
かいばみがわ

喰川や大
おお

面
も

川
がわ

など小さな川の

排
はいすい

水がうまくいかず，なかなか水が引きませんでした。

　人々は，水倉をつくり，大水の時には，そこに避
ひ

難
なん

するなど，いろ

いろと工
く

夫
ふう

していましたが，それでも，大水になるたびに，苦
くる

しい生

活をしなければなりませんでした。

　〔1〕大水と三条
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1868（明治元）年以降

1868（明治元）年以降
い こう

田 島
②

○数字は大水が起きた回数

②

② ③

　  ①

た   じま お

い か らし

新 保
③

②
西本成寺

三 竹

曲 淵

西大崎

①
月 岡 ①

中 新

信濃川沿いの井戸場，代官島，須頃，大島でも
大水になることがよくありました。

五十嵐川

い か らし

五十嵐川

新　通　川

しん　　どおり 　がわ

0 1 2㎞

貝喰川かいばみがわ

貝喰川

直
江
排
水
路

す
ぐ 

え  

は
い
す
い 

ろ

直
江
排
水
路

お
お
こ
う 

づ 

ぶ
ん
す
い 
ろ

大
河
津
分
水
路

中
之
島
川

大
面
川

道
田
川

島
田
川

田
　川

（堤防がやぶれた土地の名前がはっきりしているものだけを記しました）

い　ど　ばぞ す ごろ おおじまだいかんじま

篭 場
①

長岡市中之島地区

長
岡
市

刈
谷
田
川

なか の しま

尾  崎
お さき

見附市

鬼木新田
おに  ぎ  しんでん

鬼  木
おに　　ぎ 

信濃川
　はんらん

信
　濃
　川

し
な

　
　 

の
　
　 

が
わ

刈谷田川
　はんらん

（刈谷田川沿いの土地は大水に
　　なることがよくありました）

諏訪新田

0 1 2㎞

信 濃 川

にしほんじょう じ

燕 市
つばめ し

しな　の

しん　 ぼ
さん  ちく

まがり  ふち
す　わ

にしおおさき

つき   おか
ちゅう  しん

かご　ば

⑤

⑤

④

⑥

①

③大水で堤防がやぶれた所
ところ

（三条地
ち

区
く

）

④大水で水害にあった所（栄
さかえ

地区）

　三条の昔の大水の様
よう

子
す

について，お年
とし

寄
よ

りに聞いたり，

石
せき

碑
ひ

や水倉などを見つけたりして，調
しら

べてみよう。
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　江
え

戸
ど

時代，役
やく

所
しょ

のあった今の本町などが水
すいがい

害を受
う

けないように，四
よっ

日
か

町
まち

，新
しん

保
ぼ

など五
い

十
か

嵐
らし

川
がわ

の南
みなみ

側
がわ

は，堤防をつくることが許
ゆる

されません

でした。しかし，1875（明治8）年，ようやく堤防をつくってもよい

という県
けん

の許しが出ました。

　〔2〕明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の堤
ていぼう

防づくり

　水害に苦
くる

しむ人々を何とか救
すく

おうと

した松尾与十郎は，五十嵐川左
さ

岸
がん

（南

側）の堤防をつくることを県に願
ねが

い出

ましたが，なかなか許しが出ませんで

した。しかし，1875（明治8）年に楠
くす

本
もと

正
まさ

隆
たか

県
けん

令
れい

（今の県
けん

知
ち

事
じ

）が五十嵐川

の様
よう

子
す

を見に来て，堤防をつくっても

よいという許しが出ました。

　与十郎は地
ち

域
いき

の人たちと相
そう

談
だん

し，みんなでお金を出し合い堤

防をつくることにして，工
こう

事
じ

に2年あまりをかけ，1877（明治

10）年10月に完
かん

成
せい

しました。6000メートルもあるこの堤防が

できてから，四日町や周
しゅう

辺
へん

の村々などが水害にあうことは，ずっ

と少なくなりました。さらに与十郎は，道
どう

路
ろ

をつくるなど，地域

のくらしをよくすることに力を注
そそ

ぎ，自分の財
ざいさん

産もほとんど使
つか

い

果
は

たしました。1886（明治19）年，ときどきはんらんする田
た

川
がわ

に排
はいすい

水路
ろ

をつくることを言い残
のこ

し，55歳
さい

でなくなりました。

諏
す

訪
わ

の水害復
ふっこう

興記
き

念
ねん

公園にある堤防完成記
き

念
ねん

碑
ひ

には，与十郎をた

たえた楠本県令の文がほってあります。

　松
まつ

尾
お

与
よ

十
じゅう

郎
ろう

のはたらき
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①五十嵐川左岸堤防（諏
す

訪
わ

新
しんでん

田）

④トンネルから出る田川の水（月岡）

②銅
どうぞう

像と堤防の完成記念碑（7.13水害復興記念公園）

⑤1881（明治14）年にできた道路（南四日町）

●

●水害復興記念公園の
ある所

ほん

げん

しなしな のの がわがわ ところ

ざい

所

し
ん
し
ん
ど
お
り

ど
お
りじょう

まがりまがりふちふち

ごご みょうみょう

たらたら

かたかた

にょにょほうほう

つきつきおかおか

じじ

くちくち

だだ

おおおおさきさき

さんさんしもしもさかさか いい ちくちく

ちゅうちゅうきき りゃくりゃく

ゆいゆいごんごん

じ

（明治中期の略地図）

③松尾与十郎の仕
し

事
ごと

（7.13水害復興記念公園にある案
あん

内
ない

板
ばん

から）
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　福
ふくじましんでん

島新田から信
しな

濃
の

川
がわ

，刈
かり

谷
や

田
た

川
がわ

の

あたりまでの一
いったい

帯はもともと低
ひく

い土

地で，雨がふると水びたしになり，米

の収
しゅう

穫
かく

ができなくなることがありまし

た。これを直すための排水路の工
こう

事
じ

が

昔
むかし

から続
つづ

けられてきました。現
げんざい

在の直

江町近
きんぺん

辺を通る排水路は，まっすぐなことから「直江排水路」と名づ

けられ，この地
ち

域
いき

も直江町と呼ばれるようになりました。

　〔3〕明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の排
はいすい

水路
ろ

づくり “直
すぐ

江
え

排水路”

　田中廬は，1845年（江
え

戸
ど

時代）に，今

の福島新田に生まれ，名
な

主
ぬし

として村のた

めにたくさんの仕
し

事
ごと

をしてきました。

　廬が地域のためにつくした大きな仕事

は二つあります。

　一つ目は，直江排水路です。廬は，金
かね

子
こ

新
しんでん

田の外
と

山
やま

静
せいいちろう

一郎と協
きょう

力
りょく

して直江排水

路の工事を始
はじ

め，1887（明治20）年に完
かんせい

成させました。また，

1898（明治31）年には，多くの人と協力して刈谷田川の大改
かい

修
しゅう

工事を完成させました。

　二つ目は，教
きょう

育
いく

の仕事につくしたことです。はじめは自分の家

の一
いち

部
ぶ

を校
こうしゃ

舎にしました。しかし生
せい

徒
と

が多くなってきて，学校を

建
た

てることになりましたが，様
さまざま

々な意
い

見
けん

があって建てる場
ば

所
しょ

がな

かなか決
き

まりません。廬は人々の意見をよく聞き，学校の場所を

決めました。

　廬は地域の人々から尊
そんけい

敬され，1910（明治43）年に65歳
さい

で

亡
な

くなりました。

　田
た

中
なか

廬
いおり

のはたらき

直江排水路と国道 8 号
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　1922（大
たい

正
しょう

11）年に大
おおこう

河津
づ

分
ぶんすい

水路
ろ

ができました。これによって，

信濃川の大水による被
ひ

害
がい

は大きくへりました。

　しかし，栄
さかえ

地
ち

区
く

や本
ほん

成
じょう

寺
じ

地区では，土地の低い所
ところ

が多いために，信

濃川へ排水する貝
かいばみがわ

喰川などの水はけが悪
わる

く，逆
ぎゃく

流
りゅう

したり，水がたまっ

たりしていました。そこで，貝喰川や直江の水を機
き

械
かい

の力で排水でき

るようにするために工事を始め，1952（昭
しょう

和
わ

27）年に排水機場や排

水路が整
ととの

いました。

　1961（昭和36）年の大水の後，機械の力で排水できる地域をさ

らに広げるために，それまでの排水機場にかえて，今
いま

井
い

にもっと大き

な排水機場をつくることになりました。刈谷田川右
う

岸
がん

排水機場です。

1976（昭和51）年に完成し，運
うん

転
てん

が始まりました。

　また，刈谷田川では，1965（昭和40）年から，曲
ま

がりくねった川

をまっすぐに直したり，川はばを広げたり，堤
ていぼう

防を強くしたりする改

修工事が進
すす

められました。1980（昭和55）年には，上流の栃
とち

尾
お

市

（現在の長岡市栃尾地区）に刈谷田川ダムができました。2004（平
へい

成
せい

16）年の7・13水
すいがい

害の後，刈谷田川では，さらに改修工事が進めら

れています。

　こうして，大水から地域を守
まも

る取
とりくみ

組が続けられています。

　〔4〕排水工事

①刈谷田川右岸排水機場（今井） ②刈谷田川ダム（長
ながおか

岡市栃
とちぼり

堀）
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①笠堀ダム ②大谷ダム

　五
い

十
か

嵐
らし

川
がわ

は，これまで，たびたび大水となって，人々を苦
くる

しめてき

ました。とくに，1944（昭
しょう

和
わ

19）年の大水は，大きな被
ひ

害
がい

を出しま

した。そこで，この時から，上
じょう

流
りゅう

の笠堀にダムをつくって水を貯
た

め，

一
いち

度
ど

にたくさんの水が流
なが

れ出ないようにしようとする計画が立てられ

ました。笠堀ダムは，1964（昭和39）年にできました。このダム

は，五十嵐川の水を計画的
てき

に調
ちょう

節
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金子新田工業団地 市民プール

嵐南公民館
●

総合福祉センター

ソレイユ三条

国道403号
ほない

JR信越本線

サンファーム三条

国道289号

田島橋
渡瀬橋 清流大橋

さんじょう

●本成寺公民館

●東山寺

●
しらさぎ荘

槻の森
運動公園

トリムの森市民球場

熱帯植物園温室

中小企業大学校三条校

グリーンスポーツセンター
大崎山公園

大崎公民館
●

●東公民館

大崎浄水場
観測日食碑

川通工業団地

栄スマート
インターチェンジ

栄野球場

中央工業団地

長岡市

国道8号

国道8号

さかえの里

●栄公民館

かんきょう庵
●

●すまいるランド
　（栄庁舎内）

三条市役所栄庁舎
とうこうじ

おびおり

栄体育館

東部工業団地

石動神社

しらさぎ森林公園

升箕神社

国道290号

国道290号

下田公民館

三条市役所下田庁舎

藤平工業団地

●
下田体育館

●
ウェルネス

しただ

●
畜産研究
センター

●
遅場浄水場

●
三条地域
水道用水

供給企業団

諸橋轍次記念館

新五十嵐橋

五十嵐橋

下田大橋
白山橋

白鳥飛来地

鶴亀橋 八木橋

大名橋

長禅寺

八木ヶ鼻オートキャンプ場

八木ヶ鼻大橋

八木神社
五十嵐神社

●しただ野球場

八木ヶ鼻

いい湯らてい

中浦ヒメサユリ森林公園

ハヤブサ

カモシカ

笠堀ダム

大谷ダム

本成寺

東別院

新潟市
新潟市 にいがた

やひこ

見附市とうきょう

長岡市

燕市

燕市

ながおか 見附市 長岡市栃尾

八
十
里
越

長岡市栃尾

加茂市

にいがた

加茂市

保内公園

J
R
弥
彦
線

三条ものづくり学校

あそぼって

体育文化会館

白鳥の郷公苑

吉ヶ平自然体感の郷

粟ヶ岳

燕三条地場産業振興センター

北
陸
自
動
車
道

上
越
新
幹
線

大島工業団地

大島公民館●

三条燕インターチェンジ

つばめさんじょう

三条・燕総合グラウンド

水防学習館

三条大橋

長和園

景雲橋

信濃川

石上大橋

瑞雲橋

金物卸センター 柳川工住団地

保内工業団地

つかのめの里
  ●

●
柳川工業流通団地

●
輪中の里公園

万葉の藤

塚野目野球場●

下水処理センター

金属工業団地

国道289号

消防署
●うらだての里

三条警察署

三条市役所

三条郵便局

宝塔院

厚生福祉会館

八幡宮鍛冶道場
まちやま

中央公民館
まちやま

中央公民館

きたさんじょう

ひがしさんじょう

歴史民俗産業
資料館

青少年育成センター嵐川橋

御蔵橋
五十嵐川

常盤橋 新大橋

昭栄大橋 一新橋

金子新田工業団地 市民プール

嵐南公民館
●

総合福祉センター

ソレイユ三条

国道403号

国道403号

ほない

JR信越本線

サンファーム三条

国道289号

田島橋
渡瀬橋 清流大橋

さんじょう

●本成寺公民館

三条ものづくり学校

あそぼって

体育文化会館

白鳥の郷公苑

吉ヶ平自然体感の郷
●東山寺

●
しらさぎ荘

槻の森
運動公園

トリムの森市民球場

熱帯植物園温室

中小企業大学校三条校

グリーンスポーツセンター
大崎山公園

大崎公民館
●

●東公民館

●● ●●
三条看護・医療・
歯科衛生専門学校
三条看護・医療・
歯科衛生専門学校

三条市立大学三条市立大学

県央基幹病院県央基幹病院

●●
最終処分場最終処分場

●●● 道の駅
庭園の郷保内
道の駅
庭園の郷保内
道の駅
庭園の郷保内

●●●

道の駅漢学の里
しただ
道の駅漢学の里
しただ
道の駅漢学の里
しただ

大崎浄水場
観測日食碑

川通工業団地

栄スマート
インターチェンジ

栄野球場

中央工業団地

長岡市

国道8号

国道8号

さかえの里

●栄公民館

かんきょう庵
●

●すまいるランド
　（栄庁舎内）

三条市役所栄庁舎
とうこうじ

おびおり

栄体育館

東部工業団地

石動神社

しらさぎ森林公園

升箕神社

国道290号

国道290号

下田公民館

三条市役所下田庁舎

藤平工業団地

●
下田体育館

●
ウェルネス

しただ

●
畜産研究
センター

●
遅場浄水場

●
三条地域
水道用水

供給企業団

諸橋轍次記念館

新五十嵐橋

五十嵐橋

下田大橋
白山橋

白鳥飛来地

鶴亀橋 八木橋

大名橋

長禅寺

八木ヶ鼻オートキャンプ場

八木ヶ鼻大橋

八木神社
五十嵐神社

●しただ野球場

八木ヶ鼻

いい湯らてい

中浦ヒメサユリ森林公園

ハヤブサ

カモシカ

笠堀ダム

大谷ダム

本成寺

東別院

新潟市
新潟市 にいがた

やひこ

見附市とうきょう

長岡市

燕市

燕市

ながおか 見附市 長岡市栃尾

八
十
里
越

長岡市栃尾

加茂市

にいがた

加茂市

保内公園

J
R
弥
彦
線

清掃センター清掃センター

六ノ町河川緑地 粟ヶ岳

北
陸
自
動
車
道

上
越
新
幹
線

大島工業団地

大島公民館●

三条燕インターチェンジ

つばめさんじょう

水防学習館

三条大橋

長和園

景雲橋

信濃川

石上大橋

瑞雲橋

金物卸センター 柳川工住団地

保内工業団地

つかのめの里
  ●

●
輪中の里公園

万葉の藤

塚野目野球場●

下水処理センター

金属工業団地

国道289号

消防署
●うらだての里

三条警察署

三条市役所

三条郵便局

宝塔院

厚生福祉会館

八幡宮鍛冶道場

きたさんじょう

ひがしさんじょう

歴史民俗産業
資料館

青少年育成センター嵐川橋

御蔵橋
五十嵐川

常盤橋 新大橋

昭栄大橋 一新橋

金子新田工業団地 市民プール

嵐南公民館
●

総合福祉センター

ソレイユ三条

国道403号
ほない

JR信越本線

サンファーム三条

国道289号

田島橋
渡瀬橋 清流大橋

さんじょう

●本成寺公民館

●東山寺

●
しらさぎ荘

槻の森
運動公園

トリムの森市民球場

熱帯植物園温室

中小企業大学校三条校

グリーンスポーツセンター
大崎山公園

大崎公民館
●

●東公民館

大崎浄水場
観測日食碑

川通工業団地

栄スマート
インターチェンジ

栄野球場

中央工業団地

長岡市

国道8号

国道8号

さかえの里

●栄公民館

かんきょう庵
●

●すまいるランド
　（栄庁舎内）

三条市役所栄庁舎
とうこうじ

おびおり

栄体育館

東部工業団地

石動神社

しらさぎ森林公園

升箕神社

国道290号

国道290号

下田公民館

三条市役所下田庁舎

藤平工業団地

●
下田体育館

●
ウェルネス

しただ

●
畜産研究
センター

●
遅場浄水場

●
三条地域
水道用水

供給企業団

諸橋轍次記念館

新五十嵐橋

五十嵐橋

下田大橋
白山橋

白鳥飛来地

鶴亀橋 八木橋

大名橋

長禅寺

八木ヶ鼻オートキャンプ場

八木ヶ鼻大橋

八木神社
五十嵐神社

●しただ野球場

八木ヶ鼻

いい湯らてい

中浦ヒメサユリ森林公園

ハヤブサ

カモシカ

笠堀ダム

大谷ダム

本成寺

東別院

新潟市
新潟市 にいがた

やひこ

見附市とうきょう

長岡市

燕市

燕市

ながおか 見附市 長岡市栃尾

八
十
里
越

長岡市栃尾

加茂市

にいがた

加茂市

保内公園

J
R
弥
彦
線

三条ものづくり学校

あそぼって

体育文化会館

白鳥の郷公苑

吉ヶ平自然体感の郷

粟ヶ岳

燕三条地場産業振興センター

北
陸
自
動
車
道

上
越
新
幹
線

大島工業団地

大島公民館●

三条燕インターチェンジ

つばめさんじょう

三条・燕総合グラウンド

水防学習館

三条大橋

長和園

景雲橋

信濃川

石上大橋

瑞雲橋

金物卸センター 柳川工住団地

保内工業団地

つかのめの里
  ●

●
柳川工業流通団地

●
輪中の里公園

万葉の藤

塚野目野球場●

下水処理センター

金属工業団地

国道289号

消防署
●うらだての里

三条警察署

三条市役所

三条郵便局

宝塔院

厚生福祉会館

八幡宮鍛冶道場
まちやま

中央公民館
まちやま

中央公民館

きたさんじょう

ひがしさんじょう

歴史民俗産業
資料館

青少年育成センター嵐川橋

御蔵橋
五十嵐川

常盤橋 新大橋

昭栄大橋 一新橋

金子新田工業団地 市民プール

嵐南公民館
●

総合福祉センター

ソレイユ三条

国道403号

国道403号

ほない

JR信越本線

サンファーム三条

国道289号

田島橋
渡瀬橋 清流大橋

さんじょう

●本成寺公民館

三条ものづくり学校

あそぼって

体育文化会館

白鳥の郷公苑

吉ヶ平自然体感の郷
●東山寺

●
しらさぎ荘

槻の森
運動公園

トリムの森市民球場

熱帯植物園温室

中小企業大学校三条校

グリーンスポーツセンター
大崎山公園

大崎公民館
●

●東公民館

●● ●●
三条看護・医療・
歯科衛生専門学校
三条看護・医療・
歯科衛生専門学校

三条市立大学三条市立大学

県央基幹病院県央基幹病院

●●
最終処分場最終処分場

●●● 道の駅
庭園の郷保内
道の駅
庭園の郷保内
道の駅
庭園の郷保内

●●●

道の駅漢学の里
しただ
道の駅漢学の里
しただ
道の駅漢学の里
しただ

大崎浄水場
観測日食碑

川通工業団地

栄スマート
インターチェンジ

栄野球場

中央工業団地

長岡市

国道8号

国道8号

さかえの里

●栄公民館

かんきょう庵
●

●すまいるランド
　（栄庁舎内）

三条市役所栄庁舎
とうこうじ

おびおり

栄体育館

東部工業団地

石動神社

しらさぎ森林公園

升箕神社

国道290号

国道290号

下田公民館

三条市役所下田庁舎

藤平工業団地

●
下田体育館

●
ウェルネス

しただ

●
畜産研究
センター

●
遅場浄水場

●
三条地域
水道用水

供給企業団

諸橋轍次記念館

新五十嵐橋

五十嵐橋

下田大橋
白山橋

白鳥飛来地

鶴亀橋 八木橋

大名橋

長禅寺

八木ヶ鼻オートキャンプ場

八木ヶ鼻大橋

八木神社
五十嵐神社

●しただ野球場

八木ヶ鼻

いい湯らてい

中浦ヒメサユリ森林公園

ハヤブサ

カモシカ

笠堀ダム

大谷ダム

本成寺

東別院

新潟市
新潟市 にいがた

やひこ

見附市とうきょう

長岡市

燕市

燕市

ながおか 見附市 長岡市栃尾

八
十
里
越

長岡市栃尾

加茂市

にいがた

加茂市

保内公園

J
R
弥
彦
線

清掃センター清掃センター

六ノ町河川緑地
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三条市のうつり変
か

わり　　※太字は国・県と三条市全体のできごと

資
し

料
りょう

２

時
じ

代
だい

いつ （西
せい

暦
れき

） 三条地
ち

区
く

のおもなできごと 栄
さかえ

地区のおもなできごと 下田地区のおもなできごと およそ年前
旧
きゅう

石
せっ

器
き

時代 月
つきおか

岡に人が住
す

みつく。 棚
たなひれ

鱗などに人が住みつく。 3万〜1万

縄
じょう

文
もん

時代 月岡に人が住む。 吉
よし

野
の

屋
や

などに人が住みつく。 長
なが

野
の

などに人が住む。 5000

上
うえ

野
の

原
はら

に人が住む。 福
ふくじましんでん

島新田に人が住む。 大
おお

谷
や

地
ち

や荻
おぎ

堀
ぼり

などに人が住みつく。 2300

弥
や

生
よい

時代 如
にょ

法
ほう

寺
じ

で鉄
てっ

斧
ぷ

など鉄の道
どう

具
ぐ

が使
つか

われ始
はじ

める。 2000
300 このころ，上保

ほ

内
ない

に古
こ

墳
ふん

がつくられる。（保内三
さんのうやま

王山古墳群） 1700

この地が大
おおつき

槻の荘
しょう

と呼
よ

ばれていた記
き

録
ろく

がある。 この地を大
おお

面
も

の荘と呼ぶようになる。 このころ，五
い か

十嵐
らし

小
こ

文
ぶん

治
じ

がかつやくしたといわれる。 800
1297 日

にちいん

印上人が青
しょう

蓮
れん

華
げ

寺
じ

を建
た

てる。（のちの本
ほんじょう

成寺
じ

）
1350ころ 東

とうさん

山寺
じ

が建
た

てられる。
1355 三条の地名があらわれる。（神

か

奈
な

川
がわ

県のお寺の文書に書かれている）
小
こ

滝
たき

の山に大
おお

面
も

城
じょう

がきずかれる。 高
たかじょう

城や長
なが

沢
さわ

の城
しろやま

山に城
しろ

がきずかれる。 600〜500
1616 三条城

じょう

が上
かみ

須
す

頃
ごろ

から今の元町一
いったい

帯にうつる。 400
1631 三条城が廃

はいじょう

城となる。
1644 下田郷

ごう

が村
むらまつはん

松藩の領
りょう

地
ち

になる。
1690 東本

ほんがん

願寺
じ

三条別
べついん

院がおかれる。
1828 三条大地

じ

震
しん

。三条から長
なが

岡
おか

にかけて，家がつぶれたり，火
か

事
じ

になったりして1,559人が死
し

ぬなど， 大きな被
ひ

害
がい

が出る。 200

明め
い

　
　
　
　
治じ

1 1868 戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

で，五
い

十
か

嵐
らし

川をはさんで戦
たたか

われる。 戊辰戦争で，大面・小滝ふきんが戦
せんじょう

場になる。 戊辰戦争で，赤
あか

坂
さか

峠
とうげ

が戦場になる。 ��
5 1872 五十嵐川の大洪

こうずい

水で，嵐
らんなん

南地区に大きな被害が出る。 長沢，中
なかうら

浦，大
おおうら

浦，鹿
か

峠
とうげ

に小学校ができる。
〃 〃 一ノ町（本町三）に三条郵

ゆうびん

便局
きょく

ができる。
〃 〃 三条校（旧

きゅう

三条小学校）ができる。
6 1873 五十嵐川に三条橋

ばし

（今の嵐
らん

川
せん

橋）ができる。 福
ふくじま

島小学校と分校の帯
おびおり

織校・大
おお

面
も

校ができる。 長
なが

野
の

校（明治14年廃
はいこう

校），長沢校付
ふ

属
ぞくささおかこう

笹岡校ができる。
7 1874 まちにガス灯

とう

がはじめてつく。 帯
おびおり

織郵便局ができる。 鹿峠郵便局・荒
あらさわ

沢郵便局ができる。 150
〃 〃 信

しな

濃
の

川に川じょう気船が通うようになる。（新
にいがた

潟〜長
ながおか

岡）
9 1876 長野校付属荒沢校ができる。
10 1877 松

まつ

尾
お

与
よ

十
じゅう

郎
ろう

が五十嵐川左
さ

岸
がん

の堤
ていぼう

防をつくる。
11 1878 篭

かご

場
ば

と高
たかおか

岡をつなぐ高岡大橋ができる。
13 1880 糸

いと

屋
や

万
まんぺい

平大火。上町（本町一）から出火して，2,743戸が燃
も

え，34人が死ぬ。
19 1886 三条が町になる。
20 1887 日本ではじめての日食観

かんそく

測が永
ようめい

明寺
じ

山
やま

（大
おおさき

崎山）で行われる。
23 1890 高岡の西

にし

潟
がた

為
ため

蔵
ぞう

が国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

になる。
30 1897 北

ほく

越
えつ

鉄
てつ

道
どう

（今のJR信
しん

越
えつ

本線），新
にい

潟
がた

の沼
ぬっ

垂
たり

〜一ノ木戸（東三条）が開
かい

通
つう

する。
31 1898 北越鉄道，一ノ木戸〜長岡が開通する。三条駅

えき

ができる。 帯織駅
えき

ができる。 下田校（今の森
もりまち

町小学校）ができる。
34 1901 大面村，福島村ができる。 長沢村，森町村，鹿峠村ができる。
35 1902 人力車がはじめて下田に入る。
41 1908 名

みょう

下
げ

，笠
かさぼり

堀，早水に下田小学校分教場ができる。
42 1909 大面小学校ができる。
44 1911 はじめて電

でん

灯
とう

がつく。

大た
い

　
　
正し

ょ
う

1 1912 鹿峠と荻堀をつなぐ五十嵐橋ができる。
2 1913 三条〜弥

や

彦
ひこ

を乗
のり

合
あい

自動車が通る。
4 1915 洪水をふせぐため，貝

かいばみ

喰川の形をなおし，耕
こう

地
ち

整
せい

理
り

をする。
5 1916 棚鱗に県立種

しゃちく

畜場ができる。（今の畜
ちくさん

産研究センター）
6 1917 大

おお

面
も

油
ゆ

田
でん

からたくさんの石油が出る。
9 1920 第

だい

一回国
こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

。人口20,424人，戸
こ

数3,973戸。 はじめて電灯がつく。
10 1921 三条町〜八

や

木
ぎ

前
まえ

を乗合自動車が通る。（１日４往
おうふく

復）

94 95

時
じ

代
だい

いつ （西
せい

暦
れき

） 三条地
ち

区
く

のおもなできごと 栄
さかえ

地区のおもなできごと 下田地区のおもなできごと およそ年前
旧
きゅう

石
せっ

器
き

時代 月
つきおか

岡に人が住
す

みつく。 棚
たなひれ

鱗などに人が住みつく。 3万〜1万

縄
じょう

文
もん

時代 月岡に人が住む。 吉
よし

野
の

屋
や

などに人が住みつく。 長
なが

野
の

などに人が住む。 5000

上
うえ

野
の

原
はら

に人が住む。 福
ふくじましんでん

島新田に人が住む。 大
おお

谷
や

地
ち

や荻
おぎ

堀
ぼり

などに人が住みつく。 2300

弥
や

生
よい

時代 如
にょ

法
ほう

寺
じ

で鉄
てっ

斧
ぷ

など鉄の道
どう

具
ぐ

が使
つか

われ始
はじ

める。 2000
300 このころ，上保

ほ

内
ない

に古
こ

墳
ふん

がつくられる。（保内三
さんのうやま

王山古墳群） 1700

この地が大
おおつき

槻の荘
しょう

と呼
よ

ばれていた記
き

録
ろく

がある。 この地を大
おお

面
も

の荘と呼ぶようになる。 このころ，五
い か

十嵐
らし

小
こ

文
ぶん

治
じ

がかつやくしたといわれる。 800
1297 日

にちいん

印上人が青
しょう

蓮
れん

華
げ

寺
じ

を建
た

てる。（のちの本
ほんじょう

成寺
じ

）
1350ころ 東

とうさん

山寺
じ

が建
た

てられる。
1355 三条の地名があらわれる。（神

か

奈
な

川
がわ

県のお寺の文書に書かれている）
小
こ

滝
たき

の山に大
おお

面
も

城
じょう

がきずかれる。 高
たかじょう

城や長
なが

沢
さわ

の城
しろやま

山に城
しろ

がきずかれる。 600〜500
1616 三条城

じょう

が上
かみ

須
す

頃
ごろ

から今の元町一
いったい

帯にうつる。 400
1631 三条城が廃

はいじょう

城となる。
1644 下田郷

ごう

が村
むらまつはん

松藩の領
りょう

地
ち

になる。
1690 東本

ほんがん

願寺
じ

三条別
べついん

院がおかれる。
1828 三条大地

じ

震
しん

。三条から長
なが

岡
おか

にかけて，家がつぶれたり，火
か

事
じ

になったりして1,559人が死
し

ぬなど， 大きな被
ひ

害
がい

が出る。 200

明め
い

　
　
　
　
治じ

1 1868 戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

で，五
い

十
か

嵐
らし

川をはさんで戦
たたか

われる。 戊辰戦争で，大面・小滝ふきんが戦
せんじょう

場になる。 戊辰戦争で，赤
あか

坂
さか

峠
とうげ

が戦場になる。 ��
5 1872 五十嵐川の大洪

こうずい

水で，嵐
らんなん

南地区に大きな被害が出る。 長沢，中
なかうら

浦，大
おおうら

浦，鹿
か

峠
とうげ

に小学校ができる。
〃 〃 一ノ町（本町三）に三条郵

ゆうびん

便局
きょく

ができる。
〃 〃 三条校（旧

きゅう

三条小学校）ができる。
6 1873 五十嵐川に三条橋

ばし

（今の嵐
らん

川
せん

橋）ができる。 福
ふくじま

島小学校と分校の帯
おびおり

織校・大
おお

面
も

校ができる。 長
なが

野
の

校（明治14年廃
はいこう

校），長沢校付
ふ

属
ぞくささおかこう

笹岡校ができる。
7 1874 まちにガス灯

とう

がはじめてつく。 帯
おびおり

織郵便局ができる。 鹿峠郵便局・荒
あらさわ

沢郵便局ができる。 150
〃 〃 信

しな

濃
の

川に川じょう気船が通うようになる。（新
にいがた

潟〜長
ながおか

岡）
9 1876 長野校付属荒沢校ができる。
10 1877 松

まつ

尾
お

与
よ

十
じゅう

郎
ろう

が五十嵐川左
さ

岸
がん

の堤
ていぼう

防をつくる。
11 1878 篭

かご

場
ば

と高
たかおか

岡をつなぐ高岡大橋ができる。
13 1880 糸

いと

屋
や

万
まんぺい

平大火。上町（本町一）から出火して，2,743戸が燃
も

え，34人が死ぬ。
19 1886 三条が町になる。
20 1887 日本ではじめての日食観

かんそく

測が永
ようめい

明寺
じ

山
やま

（大
おおさき

崎山）で行われる。
23 1890 高岡の西

にし

潟
がた

為
ため

蔵
ぞう

が国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

になる。
30 1897 北

ほく

越
えつ

鉄
てつ

道
どう

（今のJR信
しん

越
えつ

本線），新
にい

潟
がた

の沼
ぬっ

垂
たり

〜一ノ木戸（東三条）が開
かい

通
つう

する。
31 1898 北越鉄道，一ノ木戸〜長岡が開通する。三条駅

えき

ができる。 帯織駅
えき

ができる。 下田校（今の森
もりまち

町小学校）ができる。
34 1901 大面村，福島村ができる。 長沢村，森町村，鹿峠村ができる。
35 1902 人力車がはじめて下田に入る。
41 1908 名

みょう

下
げ

，笠
かさぼり

堀，早水に下田小学校分教場ができる。
42 1909 大面小学校ができる。
44 1911 はじめて電

でん

灯
とう

がつく。

大た
い

　
　
正し

ょ
う

1 1912 鹿峠と荻堀をつなぐ五十嵐橋ができる。
2 1913 三条〜弥

や

彦
ひこ

を乗
のり

合
あい

自動車が通る。
4 1915 洪水をふせぐため，貝

かいばみ

喰川の形をなおし，耕
こう

地
ち

整
せい

理
り

をする。
5 1916 棚鱗に県立種

しゃちく

畜場ができる。（今の畜
ちくさん

産研究センター）
6 1917 大

おお

面
も

油
ゆ

田
でん

からたくさんの石油が出る。
9 1920 第

だい

一回国
こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

。人口20,424人，戸
こ

数3,973戸。 はじめて電灯がつく。
10 1921 三条町〜八

や

木
ぎ

前
まえ

を乗合自動車が通る。（１日４往
おうふく

復）
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時
じ

代
だい

いつ （西
せい

暦
れき

） 三条地
ち

区
く

のおもなできごと 栄
さかえ

地区のおもなできごと 下田地区のおもなできごと およそ年前

大た
い

正し
ょ
う

12 1923 関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

が起
お

きる。このころから三条の大工道
どう

具
ぐ

，金
かな

物
もの

が全
ぜん

国
こく

に知られるようになる。
14 1925 弥

や

彦
ひこ

線，燕
つばめ

〜東三条が開
かい

通
つう

し，北三条駅
えき

ができる。 100
15 1926 集

しゅう

中
ちゅう

豪
ごう

雨
う

による大洪
こうずい

水で五
い

十
か

嵐
らし

川の堤
ていぼう

防がこわれ，嵐
らんなん

南地区に大きな被
ひ

害
がい

が出る。 八十里
り

越
ごえ

の道
どう

路
ろ

が集中豪雨でこわれ，廃
はいどう

道になる。

昭し
ょ
う

　
　
　
　
　
和わ

2 1927 弥彦線，東三条〜越
えち

後
ご

長
ながさわ

沢が開通し，越後大
おおさき

崎駅ができる。 弥彦線，東三条〜越後長沢が開通し，大
おおうら

浦駅，越後長
〃 〃 三条町〜見

み

附
つけ

町を乗
のりあい

合自
じ

動
どう

車
しゃ

が通る。 沢駅ができる。
6 1931 常

とき

盤
わ

橋
ばし

が永
えい

久
きゅう

橋になる。
8 1933 上水道が利

り

用
よう

されるようになる。
9 1934 三条が市になる。人口32,897人，戸数5,980
16 1941 太

たい

平
へい

洋
よう

戦
せんそう

争が始
はじ

まり，生活にえいきょうが出てくる。小学校が国
こくみん

民学校になる。 下田小学校が森
もりまちこくみんがっこう

町国民学校になる。 90
19 1944 鉄

てつ

が不
ふ

足
そく

したため，弥彦線，東三条〜越後長沢のレールがはずされる。 東三条〜越後長沢の鉄道のレールがはずされる。 80
20 1945 太平洋戦争が終

お

わる。
21 1946 東三条〜越後長沢のレールがしかれ，ふたたび汽車が通る。 東三条〜越後長沢のレールがしかれる。
22 1947 学校の制

せい

度
ど

が変
か

わり，義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

の中学校ができる。三条市や近くの村に新しい中学校ができる。 大
おお

面
も

村と福
ふくじま

島村に中学校ができる。 長沢中学校，森町中学校，鹿
か

峠
とうげ

中学校ができる。
23 1948 今までの中学校が高

こうとう

等学校になる。農
のう

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

ができる。 大面村と福島村に農業協同組合ができる。 長沢村，森町村，鹿峠村に農業協同組合ができる。�
30 1955 長沢村，森町村，鹿峠村が合

がっ

併
ぺい

して下田村になる。 70
31 1956 大面村と福島村が合

がっぺい

併して栄村になる。
33 1958 三条小学校と井

い

栗
ぐり

小学校にプールができる。 北小学校（今の栄北小学校）ができる。
35 1960 高

たかおか

岡大橋が永
えいきゅう

久橋になる。荒
あらさわ

沢小学校が独
どくりつ

立校になる。
36 1961 8・5集中豪雨。御

お

蔵
くら

橋，新
しんおお

大橋，渡
わたら

瀬
せ

橋が流
なが

れる。 刈
かり

谷
や

田
た

川や大面川の堤
ていぼう

防がこわれ，被害が出る。
〃 〃 第

だい

二室
むろ

戸
と

台
たいふう

風。1,620軒
けん

の家がこわれる。 第二室戸台風で，101軒の家がこわれる。 第二室戸台風で，大きな被害が出る。
37 1962 上水道が使

し

用
よう

され始める。
38 1963 1月，三

さん

八
ぱち

豪
ごう

雪
せつ

。大雪のため交通が止まり，大きな被害が出る。学校はりんじ休校となる。（三条 の積
せきせつ

雪4.25m，下田の積雪，平地で5.20m）
中
ちゅう

央
おう

小学校（今の栄中央小学校）ができる。
〃 〃 インターハイが三条で開

ひら

かれ，三条高校バスケットボール部
ぶ

が優
ゆう

勝
しょう

する。
39 1964 新

にい

潟
がた

国
こくたい

体で，三条市がバドミントン，弓
きゅう

道
どう

の会
かい

場
じょう

になる。 笠
かさぼり

堀ダムができる。 60
〃 〃 新潟地

じ

震
しん

が起きる。農業用しせつに大きな被害が出る。 新潟地震のため，水道のしせつが全
ぜん

部
ぶ

こわれる。 新潟地震が起きたが，少ない被害ですむ。
〃 〃 厚

こうせいふく

生福祉
し

会館が旭
あさひちょう

町にできる。 大雨で刈
かり

谷
や

田
た

川の堤防が切れ，大きな被害が出る。
40 1965 条

じょう

南
なん

小学校ができる。 諸
もろはしてつ

橋轍次
じ

博
はく

士
し

が文化勲
くん

章
しょう

を受
う

ける。
41 1966 はじめて消

しょう

防
ぼう

自動車がそなえられる。 早水小学校ができる。
43 1968 国道8号が開通する。 公民館ができる。
〃 〃 三条・燕総

そう

合
ごう

グラウンドができる。
45 1970 新しい市

し

役
やく

所
しょ

が旭町にできる。 吉
よし

ヶ
が

平
ひら

の集
しゅう

落
らく

が集
しゅう

団
だん

で移
い

転
てん

する。
〃 〃 共

きょう

同
どう

の清
せいそう

掃工場でごみ集めが始まる。
47 1972 消

しょう

防
ぼう

署
しょ

が西
にしうらだて

裏館に移
い

転
てん

。 上水道が使用され始める。
50 1975 南小学校ができる。 老

ろうじん

人いこいの家「しらさぎ荘
そう

」ができる。 50
52 1977 石

いしがみ

上大橋ができる。 大面中学校・福島中学校が閉
へい

校となる。
53 1978 北

ほくりく

陸自動車道，新潟〜長
なが

岡
おか

が開通し，三条燕インターチェンジが設
せっ

置
ち

される。 二つの中学校をあわせて栄中学校ができる。 渡
わた

し舟
ふね

が姿
すがた

を消
け

す。
54 1979 体

たい

育
いく

文
ぶん

化
か

センター，総合体
たい

育
いく

館
かん

ができる。 村
そんみん

民グラウンドと野
や

球
きゅう

場
じょう

ができる。 下田大橋ができる。大
おお

江
え

，大谷の集落が閉
へいそん

村する。
55 1980 スポーツ都

と

市
し

宣
せんげん

言をする。グリーンスポーツセンターができる。 総合体育館ができる。
56 1981 中央公

こうみんかん

民館が新しくなる。 栄村が栄町になる。
57 1982 上

じょう

越
えつ

新
しん

幹
かん

線
せん

が開
かい

業
ぎょう

する。（新潟〜大
おおみや

宮） 「栄村誌
し

」３巻
かん

が完成する。 曲
まがり

谷
たに

に，下田野球場ができる。
58 1983 市立図書館が新しくなる。 農

のうそんかんきょうかいぜん

村環境改善センターができる。 給
きゅう

食
しょく

センターで給食をつくるようになる。
〃 〃 「三条市史

し

」10巻
かん

が完
かんせい

成する。 大
おお

面
も

小学校の新校
こうしゃ

舎ができる。
59 1984 市

し

制
せい

50周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

が行われる。 三条地
ち

域
いき

消防署栄分署庁
ちょう

舎
しゃ

ができる。 藤
ふじ

平
だいら

工
こう

業
ぎょう

団
だん

地
ち

ができる。 40
60 1985 関

かんえつ

越自
じ

動
どう

車
しゃ

道
どう

全
ぜん

線
せん

開
かい

通
つう

。（長
なが

岡
おか

〜練
ねり

馬
ま

） 学校給
きゅう

食
しょく

センターができる。 弥
や

彦
ひこ

線，東三条〜越
えち

後
ご

長
ながさわ

沢が廃
はい

止
し

される。
61 1986 長

なが

沢
さわ

，森町，鹿
か

峠
とうげ

の三つの中学校をあわせて下田中学校
になる。

96 97

時
じ

代
だい

いつ （西
せい

暦
れき

） 三条地
ち

区
く

のおもなできごと 栄
さかえ

地区のおもなできごと 下田地区のおもなできごと およそ年前

大た
い

正し
ょ
う

12 1923 関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

が起
お

きる。このころから三条の大工道
どう

具
ぐ

，金
かな

物
もの

が全
ぜん

国
こく

に知られるようになる。
14 1925 弥

や

彦
ひこ

線，燕
つばめ

〜東三条が開
かい

通
つう

し，北三条駅
えき

ができる。 100
15 1926 集

しゅう

中
ちゅう

豪
ごう

雨
う

による大洪
こうずい

水で五
い

十
か

嵐
らし

川の堤
ていぼう

防がこわれ，嵐
らんなん

南地区に大きな被
ひ

害
がい

が出る。 八十里
り

越
ごえ

の道
どう

路
ろ

が集中豪雨でこわれ，廃
はいどう

道になる。

昭し
ょ
う

　
　
　
　
　
和わ

2 1927 弥彦線，東三条〜越
えち

後
ご

長
ながさわ

沢が開通し，越後大
おおさき

崎駅ができる。 弥彦線，東三条〜越後長沢が開通し，大
おおうら

浦駅，越後長
〃 〃 三条町〜見

み

附
つけ

町を乗
のりあい

合自
じ

動
どう

車
しゃ

が通る。 沢駅ができる。
6 1931 常

とき

盤
わ

橋
ばし

が永
えい

久
きゅう

橋になる。
8 1933 上水道が利

り

用
よう

されるようになる。
9 1934 三条が市になる。人口32,897人，戸数5,980
16 1941 太

たい

平
へい

洋
よう

戦
せんそう

争が始
はじ

まり，生活にえいきょうが出てくる。小学校が国
こくみん

民学校になる。 下田小学校が森
もりまちこくみんがっこう

町国民学校になる。 90
19 1944 鉄

てつ

が不
ふ

足
そく

したため，弥彦線，東三条〜越後長沢のレールがはずされる。 東三条〜越後長沢の鉄道のレールがはずされる。 80
20 1945 太平洋戦争が終

お

わる。
21 1946 東三条〜越後長沢のレールがしかれ，ふたたび汽車が通る。 東三条〜越後長沢のレールがしかれる。
22 1947 学校の制

せい

度
ど

が変
か

わり，義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

の中学校ができる。三条市や近くの村に新しい中学校ができる。 大
おお

面
も

村と福
ふくじま

島村に中学校ができる。 長沢中学校，森町中学校，鹿
か

峠
とうげ

中学校ができる。
23 1948 今までの中学校が高

こうとう

等学校になる。農
のう

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

ができる。 大面村と福島村に農業協同組合ができる。 長沢村，森町村，鹿峠村に農業協同組合ができる。�
30 1955 長沢村，森町村，鹿峠村が合

がっ

併
ぺい

して下田村になる。 70
31 1956 大面村と福島村が合

がっぺい

併して栄村になる。
33 1958 三条小学校と井

い

栗
ぐり

小学校にプールができる。 北小学校（今の栄北小学校）ができる。
35 1960 高

たかおか

岡大橋が永
えいきゅう

久橋になる。荒
あらさわ

沢小学校が独
どくりつ

立校になる。
36 1961 8・5集中豪雨。御

お

蔵
くら

橋，新
しんおお

大橋，渡
わたら

瀬
せ

橋が流
なが

れる。 刈
かり

谷
や

田
た

川や大面川の堤
ていぼう

防がこわれ，被害が出る。
〃 〃 第

だい

二室
むろ

戸
と

台
たいふう

風。1,620軒
けん

の家がこわれる。 第二室戸台風で，101軒の家がこわれる。 第二室戸台風で，大きな被害が出る。
37 1962 上水道が使

し

用
よう

され始める。
38 1963 1月，三

さん

八
ぱち

豪
ごう

雪
せつ

。大雪のため交通が止まり，大きな被害が出る。学校はりんじ休校となる。（三条 の積
せきせつ

雪4.25m，下田の積雪，平地で5.20m）
中
ちゅう

央
おう

小学校（今の栄中央小学校）ができる。
〃 〃 インターハイが三条で開

ひら

かれ，三条高校バスケットボール部
ぶ

が優
ゆう

勝
しょう

する。
39 1964 新

にい

潟
がた

国
こくたい

体で，三条市がバドミントン，弓
きゅう

道
どう

の会
かい

場
じょう

になる。 笠
かさぼり

堀ダムができる。 60
〃 〃 新潟地

じ

震
しん

が起きる。農業用しせつに大きな被害が出る。 新潟地震のため，水道のしせつが全
ぜん

部
ぶ

こわれる。 新潟地震が起きたが，少ない被害ですむ。
〃 〃 厚

こうせいふく

生福祉
し

会館が旭
あさひちょう

町にできる。 大雨で刈
かり

谷
や

田
た

川の堤防が切れ，大きな被害が出る。
40 1965 条

じょう

南
なん

小学校ができる。 諸
もろはしてつ

橋轍次
じ

博
はく

士
し

が文化勲
くん

章
しょう

を受
う

ける。
41 1966 はじめて消

しょう

防
ぼう

自動車がそなえられる。 早水小学校ができる。
43 1968 国道8号が開通する。 公民館ができる。
〃 〃 三条・燕総

そう

合
ごう

グラウンドができる。
45 1970 新しい市

し

役
やく

所
しょ

が旭町にできる。 吉
よし

ヶ
が

平
ひら

の集
しゅう

落
らく

が集
しゅう

団
だん

で移
い

転
てん

する。
〃 〃 共

きょう

同
どう

の清
せいそう

掃工場でごみ集めが始まる。
47 1972 消

しょう

防
ぼう

署
しょ

が西
にしうらだて

裏館に移
い

転
てん

。 上水道が使用され始める。
50 1975 南小学校ができる。 老

ろうじん

人いこいの家「しらさぎ荘
そう

」ができる。 50
52 1977 石

いしがみ

上大橋ができる。 大面中学校・福島中学校が閉
へい

校となる。
53 1978 北

ほくりく

陸自動車道，新潟〜長
なが

岡
おか

が開通し，三条燕インターチェンジが設
せっ

置
ち

される。 二つの中学校をあわせて栄中学校ができる。 渡
わた

し舟
ふね

が姿
すがた

を消
け

す。
54 1979 体

たい

育
いく

文
ぶん

化
か

センター，総合体
たい

育
いく

館
かん

ができる。 村
そんみん

民グラウンドと野
や

球
きゅう

場
じょう

ができる。 下田大橋ができる。大
おお

江
え

，大谷の集落が閉
へいそん

村する。
55 1980 スポーツ都

と

市
し

宣
せんげん

言をする。グリーンスポーツセンターができる。 総合体育館ができる。
56 1981 中央公

こうみんかん

民館が新しくなる。 栄村が栄町になる。
57 1982 上

じょう

越
えつ

新
しん

幹
かん

線
せん

が開
かい

業
ぎょう

する。（新潟〜大
おおみや

宮） 「栄村誌
し

」３巻
かん

が完成する。 曲
まがり

谷
たに

に，下田野球場ができる。
58 1983 市立図書館が新しくなる。 農

のうそんかんきょうかいぜん

村環境改善センターができる。 給
きゅう

食
しょく

センターで給食をつくるようになる。
〃 〃 「三条市史

し

」10巻
かん

が完
かんせい

成する。 大
おお

面
も

小学校の新校
こうしゃ

舎ができる。
59 1984 市

し

制
せい

50周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

が行われる。 三条地
ち

域
いき

消防署栄分署庁
ちょう

舎
しゃ

ができる。 藤
ふじ

平
だいら

工
こう

業
ぎょう

団
だん

地
ち

ができる。 40
60 1985 関

かんえつ

越自
じ

動
どう

車
しゃ

道
どう

全
ぜん

線
せん

開
かい

通
つう

。（長
なが

岡
おか

〜練
ねり

馬
ま

） 学校給
きゅう

食
しょく

センターができる。 弥
や

彦
ひこ

線，東三条〜越
えち

後
ご

長
ながさわ

沢が廃
はい

止
し

される。
61 1986 長

なが

沢
さわ

，森町，鹿
か

峠
とうげ

の三つの中学校をあわせて下田中学校
になる。



98

時
じ

代
だい

いつ （西
せい

暦
れき

） 三条地
ち

区
く

のおもなできごと 栄
さかえ

地区のおもなできごと 下田地区のおもなできごと およそ年前

昭し
ょ
う

　
和わ

62 1987 人口86,555人，世
せ

帯
たい

数23,454世帯。 中
ちゅう

央
おう

小学校（今の栄中央小学校）の新しい校
こう

舎
しゃ

ができる。
63 1988 北

ほく

陸
りく

自動車道全線開通。（新
にい

潟
がた

〜米
まい

原
はら

）
〃 〃 保

ほ

内
ない

公園熱
ねっ

帯
たい

植
しょく

物
ぶつ

園
えん

温
おん

室
しつ

が開
ひら

かれる。 大
おお

面
も

川砂
さ

防
ぼう

ダムができる。
〃 〃 昭

しょう

栄
えい

地
ち

区
く

市
し

街
がい

地
ち

再
さい

開
かい

発
はつ

ビル「パルム」ができる。

平へ
い

　
　
　
　
　
成せ

い

1 1989 歴
れき

史
し

民
みん

俗
ぞく

産
さん

業
ぎょう

資
し

料
りょう

館
かん

が開かれる。 国道289号，八十里
り

越
ごえ

の道
どう

路
ろ

工
こう

事
じ

が始まる。
2 1990 「良

りょう

寛
かん

の道」ができる。 国道のバイパスと，新五
い

十
か

嵐
らし

橋ができる。
3 1991 上越新

しん

幹
かん

線
せん

全
ぜん

区
く

間
かん

開
かい

通
つう

。（新潟〜東京） ウェルネスしただが開かれる。
4 1992 輪

わ

中
じゅう

の里公園が開かれる。 北小学校（今の栄北小学校）の新しい校舎ができる。 早水小学校をあわせて，森町小学校の新しい校舎ができる。
〃 〃 中小企

き

業
ぎょう

大学校三条校ができる。 「漢
かんがく

学の里」諸
もろ

橋
はし

轍
てつ

次
じ

記
き

念
ねんかん

館が開かれる。
5 1993 昭

しょう

栄
えい

大
おおはし

橋が開通する。総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

センターができる。 大谷ダムができる。
〃 〃 カナダ，バーン市と姉

し

妹
まい

都
と

市
し

になる。
6 1994 中国鄂

がく

州
しゅう

市と友
ゆうこう

好都市になる。 老
ろう

人
じん

福
ふく

祉
し

センター「栄
えい

寿
じゅ

荘
そう

」ができる。 駒
こま

込
ごみ

分校をあわせて，長沢小学校の新しい校舎ができる。 30
7 1995 槻

つき

の森運
うん

動
どう

公園，市
し

民
みん

球
きゅう

場
じょう

ができる。下水処
しょ

理
り

センターができる。 しらさぎ森林公園が開かれる。
〃 〃 田島橋が永

えい

久
きゅう

橋となる。
8 1996 三条市・栄

さかえ

町・下田村が協
きょう

力
りょく

して消
しょう

防
ぼう

の仕
し

事
ごと

をするようになる。 はじめて救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

をそなえつける。 曲
まがり

谷
たに

分校，中
なか

浦
うら

小学校をあわせて，飯
いい

田
だ

小学校の新しい
校舎ができる。

〃 〃 農
のう

業
ぎょう

体
たい

験
けん

交
こう

流
りゅう

センター「サンファーム三条」ができる。 役場新庁
ちょうしゃ

舎（今の三条市役所栄庁舎）・保
ほ

健
けん

センターができる。
9 1997 市で，インターネットのホームページを開

かいせつ

設する。 笹
ささおか

岡小学校の新しい校舎ができる。
〃 〃 JR弥

や

彦
ひこ

線は，市
し

街
がい

地
ち

で高
こう

架
か

による列
れっ

車
しゃ

の運
うん

行
こう

を始
はじ

める。
10 1998 市内循

じゅん

環
かん

バスの運行を始める。 資
し

源
げん

ごみの分
ぶん

別
べつ

収
しゅう

集
しゅう

が始まる。
11 1999 八

はちまん

幡公園緑
りょく

道
どう

・JR弥
や

彦
ひこ

線側
そくどう

道ができる。 「さかえの里」「心
しん

和
わ

園
えん

」ができる。 飯田小学校，笹岡小学校に新しいプールができる。
〃 〃 非

ひ

核
かく

平
へい

和
わ

都市宣
せん

言
げん

をする。
12 2000 　 大

おお

浦
うら

小学校の新しい校舎ができる。
〃 〃 八

や

木
ぎ

ヶ
が

鼻
はな

温泉「いい湯
ゆ

らてい」ができる。
14 2002 八木ヶ鼻オートキャンプ場ができる。
15 2003 荒

あらさわ

沢小学校の新しい校舎ができる。
16 2004 新潟・福

ふく

島
しま

豪
ごう

雨
う

（7・13水
すいがい

害），新潟県中
ちゅう

越
えつ

地
じ

震
しん

が起
お

きる。7・13水害で五
い

十
か

嵐
らし

川の堤
ていぼう

防がこわれ，三条の 嵐
らん

南
なん

地区に大きな被
ひ

害
がい

が出る。栄地区・下田地区でも刈
かり

谷
や

田
た

川，五十嵐川の堤防がこわれ，大きな被
ひ

害
がい

が出る。 20
17 2005 三条市・栄町・下田村が合

がっ

併
ぺい

する。人口107,815人，世
せ

帯
たい

数32,954世帯。
19 2007 新潟県中

ちゅう

越
えつ

沖
おき

地震が起きる。
23 2011 東日本大

だいしんさい

震災が起きる。 栄体育館ができる。
〃 〃 新潟・福島豪雨（7・29水害）が起きる。五十嵐川の堤防がこわれ，下田地区を中心に大きな被害が出る。
24 2012 新しい清

せいそう

掃センターができる。
〃 〃 一ノ木戸小学校，裏

うらだて

館小学校の新しい校
こうしゃ

舎ができる。
25 2013 嵐南小学校と第一中学校の新しい校舎ができる。
26 2014 四日町小学校，条

じょう

南
なん

小学校，南小学校をあわせて，嵐南小学校ができる。 森町小学校と荒
あら

沢
さわ

小学校が統合する。 10
〃 〃 水

すい

防
ぼう

学
がく

習
しゅう

館
かん

ができる。
27 2015 「三条ものづくり学校」ができる。
28 2016 子

こ

育
そだ

て支
し

援
えん

施
し

設
せつ

「あそぼって」ができる。
29 2017 三条小学校が裏館小学校と統

とうごう

合する。
30 2018 三条市立大

おおさきがくえん

崎学園ができる。（新潟県
けん

内
ない

初
はつ

の義
ぎ む

務教
きょう

育
いく

学校）

令れ
い

　
和わ

１ 2019 三条市体
たい

育
いく

文
ぶん

化
か

会
かい

館
かん

ができる。
３ 2021 三条市立大学ができる。
４ 2022 図

と

書
しょ

館
かん

等
とう

複
ふく

合
ごう

施
し

設
せつ

「まちやま」ができる。
６ 2024 県

けん

央
おう

基
き

幹
かん

病
びょう

院
いん

ができる。
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潟
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地
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開
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発
はつ

ビル「パルム」ができる。

平へ
い

　
　
　
　
　
成せ

い

1 1989 歴
れき

史
し

民
みん

俗
ぞく

産
さん

業
ぎょう

資
し

料
りょう

館
かん

が開かれる。 国道289号，八十里
り

越
ごえ

の道
どう

路
ろ

工
こう

事
じ

が始まる。
2 1990 「良

りょう

寛
かん

の道」ができる。 国道のバイパスと，新五
い

十
か

嵐
らし

橋ができる。
3 1991 上越新

しん

幹
かん

線
せん

全
ぜん

区
く

間
かん

開
かい

通
つう

。（新潟〜東京） ウェルネスしただが開かれる。
4 1992 輪

わ

中
じゅう

の里公園が開かれる。 北小学校（今の栄北小学校）の新しい校舎ができる。 早水小学校をあわせて，森町小学校の新しい校舎ができる。
〃 〃 中小企

き

業
ぎょう

大学校三条校ができる。 「漢
かんがく

学の里」諸
もろ

橋
はし

轍
てつ

次
じ

記
き

念
ねんかん

館が開かれる。
5 1993 昭

しょう

栄
えい

大
おおはし

橋が開通する。総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

センターができる。 大谷ダムができる。
〃 〃 カナダ，バーン市と姉

し

妹
まい

都
と

市
し

になる。
6 1994 中国鄂

がく

州
しゅう

市と友
ゆうこう

好都市になる。 老
ろう

人
じん

福
ふく

祉
し

センター「栄
えい

寿
じゅ

荘
そう

」ができる。 駒
こま

込
ごみ

分校をあわせて，長沢小学校の新しい校舎ができる。 30
7 1995 槻

つき

の森運
うん

動
どう

公園，市
し

民
みん

球
きゅう

場
じょう

ができる。下水処
しょ

理
り

センターができる。 しらさぎ森林公園が開かれる。
〃 〃 田島橋が永

えい

久
きゅう

橋となる。
8 1996 三条市・栄

さかえ

町・下田村が協
きょう

力
りょく

して消
しょう

防
ぼう

の仕
し

事
ごと

をするようになる。 はじめて救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

をそなえつける。 曲
まがり

谷
たに

分校，中
なか

浦
うら

小学校をあわせて，飯
いい

田
だ

小学校の新しい
校舎ができる。

〃 〃 農
のう

業
ぎょう

体
たい

験
けん

交
こう

流
りゅう

センター「サンファーム三条」ができる。 役場新庁
ちょうしゃ

舎（今の三条市役所栄庁舎）・保
ほ

健
けん

センターができる。
9 1997 市で，インターネットのホームページを開

かいせつ

設する。 笹
ささおか

岡小学校の新しい校舎ができる。
〃 〃 JR弥

や

彦
ひこ

線は，市
し

街
がい

地
ち

で高
こう

架
か

による列
れっ

車
しゃ

の運
うん

行
こう

を始
はじ

める。
10 1998 市内循

じゅん

環
かん

バスの運行を始める。 資
し

源
げん

ごみの分
ぶん

別
べつ

収
しゅう

集
しゅう

が始まる。
11 1999 八

はちまん

幡公園緑
りょく

道
どう

・JR弥
や

彦
ひこ

線側
そくどう

道ができる。 「さかえの里」「心
しん

和
わ

園
えん

」ができる。 飯田小学校，笹岡小学校に新しいプールができる。
〃 〃 非

ひ

核
かく

平
へい

和
わ

都市宣
せん

言
げん

をする。
12 2000 　 大

おお

浦
うら

小学校の新しい校舎ができる。
〃 〃 八

や

木
ぎ

ヶ
が

鼻
はな

温泉「いい湯
ゆ

らてい」ができる。
14 2002 八木ヶ鼻オートキャンプ場ができる。
15 2003 荒

あらさわ

沢小学校の新しい校舎ができる。
16 2004 新潟・福

ふく

島
しま

豪
ごう

雨
う

（7・13水
すいがい

害），新潟県中
ちゅう

越
えつ

地
じ

震
しん

が起
お

きる。7・13水害で五
い

十
か

嵐
らし

川の堤
ていぼう

防がこわれ，三条の 嵐
らん

南
なん

地区に大きな被
ひ

害
がい

が出る。栄地区・下田地区でも刈
かり

谷
や

田
た

川，五十嵐川の堤防がこわれ，大きな被
ひ

害
がい

が出る。 20
17 2005 三条市・栄町・下田村が合

がっ

併
ぺい

する。人口107,815人，世
せ

帯
たい

数32,954世帯。
19 2007 新潟県中

ちゅう

越
えつ

沖
おき

地震が起きる。
23 2011 東日本大

だいしんさい

震災が起きる。 栄体育館ができる。
〃 〃 新潟・福島豪雨（7・29水害）が起きる。五十嵐川の堤防がこわれ，下田地区を中心に大きな被害が出る。
24 2012 新しい清

せいそう

掃センターができる。
〃 〃 一ノ木戸小学校，裏

うらだて

館小学校の新しい校
こうしゃ

舎ができる。
25 2013 嵐南小学校と第一中学校の新しい校舎ができる。
26 2014 四日町小学校，条

じょう

南
なん

小学校，南小学校をあわせて，嵐南小学校ができる。 森町小学校と荒
あら

沢
さわ

小学校が統合する。 10
〃 〃 水

すい

防
ぼう

学
がく

習
しゅう

館
かん

ができる。
27 2015 「三条ものづくり学校」ができる。
28 2016 子

こ

育
そだ

て支
し

援
えん

施
し

設
せつ

「あそぼって」ができる。
29 2017 三条小学校が裏館小学校と統

とうごう

合する。
30 2018 三条市立大

おおさきがくえん

崎学園ができる。（新潟県
けん

内
ない

初
はつ

の義
ぎ む

務教
きょう

育
いく

学校）

令れ
い

　
和わ

１ 2019 三条市体
たい

育
いく

文
ぶん

化
か

会
かい

館
かん

ができる。
３ 2021 三条市立大学ができる。
４ 2022 図

と

書
しょ

館
かん

等
とう

複
ふく

合
ごう

施
し

設
せつ

「まちやま」ができる。
６ 2024 県

けん

央
おう

基
き

幹
かん

病
びょう

院
いん

ができる。
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32

　文化財ってなんだろう。
きっと，大切なものなん
だね。どんなものがある
のかな。

（1）文化財のある所
ところ

三条市の文
ぶん

化
か

財
ざい

　三条市にはたくさんの文化財があります。どこに，どんな文化財が

あるでしょう。地図についている番
ばん

号
ごう

で調
しら

べてみましょう。

　102ページから，くわしい一
いち

覧
らん

表
ひょう

や写
しゃ

真
しん

があります。

資料３
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32

指
し

定
てい

文化財
　文化財は有

ゆうけい

形文化財，無
む

形
けい

文化財と自
し

然
ぜん

文化財があります。

　有形文化財は，建
けんぞうぶつ

造物・絵
かい

画
が

・彫
ちょう

刻
こく

・工
こうげいひん

芸品などがあります。

無形文化財は芸
げい

能
のう

・工
こうげい

芸技
ぎ

術
じゅつ

のほか，民
みんぞくげいのう

俗芸能・風
ふう

俗
ぞく

慣
かん

習
しゅう

があり

ます。自然文化財は，名
めい

勝
しょう

・天
てん

然
ねん

記
き

念
ねんぶつ

物などです。

登
とうろく

録有
ゆう

形
けい

文化財

　町や村が近
きん

代
だい

化
か

のため，指定文化財以
い

外
がい

でも価
か ち

値のある古い建

造物などがとりこわされることが多くなりました。これらの建造

物を保
ほ ご

護するために，1996（平
へい

成
せい

8）年に，登録有形文化財の

制
せい

度
ど

がもうけられました。

　わたしの家の近くにも
文化財があるのかしら。
こんどさがしに行って
みたいな。
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（2）三条市の文
ぶん

化
か

財
ざい

一
いち

覧
らん

表
ひょう

国指
し

定
てい

文化財
番号 種　別 名　　　称 指定年月日 所在地（所有者等）
1 彫　刻 木造阿弥陀如来立像 1950年（昭和25.8.29） 東裏館一丁目（乗蓮寺）
2 天然記念物 笠堀カモシカ生息地 1971年（昭和46.5.13） 笠堀（三条市ほか）

県指定文化財
3 建造物 本成寺三門（山門） 1992年（平成４.3.27） 西本成寺一丁目（本成寺）
4 絵　画 絹本著色日現像・絹本著色絵曼荼羅・絹本著色小絵曼荼羅 2021年（令和3.3.26） 西本成寺一丁目（本成寺）
5 彫　刻 木造阿弥陀如来立像 1956年（昭和31.3.23） 上保内（長泉寺）
6 彫　刻 木造阿弥陀如来立像 2012年（平成24.3.27） 飯田（本都寺）
7 工芸品 大太刀（銘信国） 1956年（昭和31.3.23） 八幡町（八幡宮）
8 考古資料 保内三王山古墳群出土品 2016年（平成28.3.25） 本町三丁目（三条市歴史民俗産業資料館）ほか（三条市）
9 風俗慣習 越後の凧合戦習俗 2015年（平成27.3.24） 上須頃（三条凧協会）
10 民俗芸能 三条神楽 1963年（昭和38.3.23） 八幡町など（三条神楽保存会）
11 史　跡 五十嵐館跡 1973年（昭和48.3.29） 飯田（三条市）
12 天然記念物 八木鼻のハヤブサ繁殖地 1965年（昭和40.4.7） 北五百川（三条市）

市指定文化財
13 建造物 本成寺千仏堂 2005年（平成17.5.13） 西本成寺一丁目（本成寺）
14 建造物 諸橋轍次博士生家 2005年（平成17.5.13） 庭月（三条市）
15 建造物 八木神社本殿・拝殿・幣殿 2005年（平成17.5.13） 北五百川（八木神社）
16 建造物 升箕社古宮，本殿・拝殿・幣殿 2005年（平成17.5.13） 下大浦（升箕社）
17 建造物 来迎寺観音堂 2009年（平成21.8.26） 井栗三丁目（来迎寺）
18 建造物 本成寺多宝塔 2010年（平成22.7.26） 西本成寺一丁目（本成寺）
19 建造物 本成寺鐘楼 2012年（平成24.5.28） 西本成寺一丁目（本成寺）
20 建造物 本成寺黒門 2012年（平成24.5.28） 西本成寺一丁目（本成寺）
21 建造物 静照院釈迦堂 2012年（平成24.5.28） 北四日町（静照院）
22 彫　刻 木造阿弥陀如来坐像 2005年（平成17.5.13） 如法寺（海蔵院）
23 彫　刻 木造釈迦如来坐像 2005年（平成17.5.13） 如法寺（海蔵院）
24 彫　刻 木造観音菩薩立像 2005年（平成17.5.13） 長嶺（如法寺）
25 彫　刻 木造傅大士坐像・普建・普成立像 2005年（平成17.5.13） 西本成寺一丁目（本成寺）
26 彫　刻 木造四天王立像 2005年（平成17.5.13） 小滝（東山寺）
27 彫　刻 石動神社の彫刻 2005年（平成17.5.13） 吉野屋（石動神社）
28 彫　刻 千手観音菩薩坐像 2010年（平成22.7.26） 院内（最明寺）
29 彫　刻 木造十一面観音菩薩立像 2005年（平成17.5.13） 神明町（安養院）
30 工芸品 梵　鐘（ぼんしょう） 2005年（平成17.5.13） 井栗三丁目（来迎寺）
31 工芸品 鰐　口（わにぐち） 2005年（平成17.5.13） 八幡町（八幡宮）
32 古文書 藤崎家文書 2005年（平成17.5.13） 荻堀（下田庁舎）
33 古文書 本成寺中世文書 2005年（平成17.9.7） 西本成寺一丁目（本成寺）
34 古文書 上保内・矢川家文書 2007年（平成19.8.24） 上保内（個人）
35 考古資料 板　碑（いたび） 2005年（平成17.5.13） 如法寺（海蔵院）
36 考古資料 板　碑 2005年（平成17.5.13） 本町三丁目（三条市歴史民俗産業資料館）
37 考古資料 上野原遺跡出土品 2009年（平成21.8.26） 本町三丁目（三条市歴史民俗産業資料館）
38 考古資料 経塚山遺跡出土鉄斧 2009年（平成21.8.26） 本町三丁目（三条市歴史民俗産業資料館）
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39 考古資料 荒沢遺跡出土品 2011年（平成23.7.26） 飯田（三条市下田郷資料館）
40 考古資料 京野原遺跡出土石棒 2012年（平成24.5.28） 荒沢（個人）
41 考古資料 保内三王山古墳群出土品 2014年（平成26.3.26） 本町三丁目（三条市歴史民俗産業資料館）ほか（三条市）
42 考古資料 長野遺跡出土品 2017年（平成29.3.27） 長野（三条市下田郷資料館）
43 考古資料 赤松遺跡出土岩偶 2018年（平成30.3.26） 飯田（三条市下田郷資料館）
44 有形民俗 五十嵐神社注連懸大杉 2005年（平成17.5.13） 飯田（五十嵐神社）
45 有形民俗 中浦歌舞伎関係資料 2021年（令和3.6.30） 中浦（鹿嶋神社）
46 風俗慣習 十万石格式の大名行列一式 2005年（平成17.5.13） 八幡町（十万石格式の大名行列保存会）
47 民俗芸能 下須頃獅子舞 2005年（平成17.5.13） 下須頃（下須頃獅子舞保存会）
48 民俗芸能 木場神楽 2005年（平成17.5.13） 本町三丁目（木場神楽保存会）
49 民俗芸能 先供（奴）祭り囃子 2005年（平成17.5.13） 八幡町（三条八幡宮先供組合）
50 民俗芸能 栄神楽 2005年（平成17.5.13） 帯織ほか（栄神楽保存会）
51 史　跡 万葉の歌碑 2005年（平成17.5.13） 井栗（伊久礼神社）
52 史　跡 観測日食碑 2005年（平成17.5.13） 東大崎（永明寺）
53 史　跡 地震亡霊塔 2005年（平成17.5.13） 東裏館一丁目（宝塔院）
54 史　跡 如法寺「火井の地」 2005年（平成17.5.13） 如法寺地内
55 史　跡 秀峰山明暗寺跡 2005年（平成17.5.13） 中野原（個人）
56 史　跡 高城城跡 2005年（平成17.5.13） 森町（高城城址保存会）
57 名　勝 八木ヶ鼻 2009年（平成21.8.26） 北五百川（八木神社）
58 天然記念物 万葉の藤 2005年（平成17.5.13） 井栗（万葉の藤管理組合）
59 天然記念物 如法寺八幡社の大杉 2005年（平成17.5.13） 如法寺（如法寺八幡社）
60 天然記念物 芝地鶏（日本鶏） 2005年（平成17.5.13） 三条市内

国登
とう

録
ろく

有
ゆう

形
けい

文化財
建造物 三条市歴史民俗産業資料館（旧武徳殿） 2009年（平成21.8.7） 本町三丁目（三条市歴史民俗産業資料館）
建造物 三条市水道局大崎浄水場 2011年（平成23.10.28） 中新（三条市水道事業）
建造物 嵐渓荘 緑風館 2012年（平成24.8.13） 長野（嵐渓荘）
建造物 旧今井家住宅新館 2013年（平成25.12.24） 本町三丁目（丸井今井邸）
建造物 旧新光屋米店店舗兼主屋 2014年（平成26.12.19） 仲之町（みんなのまちの交流拠点「みんくる」）
建造物 旧新光屋米店精米所 2014年（平成26.12.19） 仲之町（みんなのまちの交流拠点「みんくる」）
建造物 遠人村舎 2014年（平成26.12.19） 庭月
建造物 小松酒店店舗兼主屋 2015年（平成27.8.4） 本町一丁目
建造物 旧外山虎松商店店舗兼主屋 2015年（平成27.11.17） 神明町
建造物 つるがや店舗兼主屋 2016年（平成28.8.1） 本町四丁目

主
おも

な遺
い

跡
せき

遺跡名 主な時代 所在地 出土品を展示しているところ
荒沢遺跡 旧石器 荒沢 下田郷資料館
吉野屋遺跡 縄文 吉野屋 三条市歴史民俗産業資料館
上野原遺跡 縄文・弥生・平安・中世 上野原 三条市歴史民俗産業資料館
保内三王山古墳群 古墳 上保内 三条市歴史民俗産業資料館
合屋遺跡 平安 西潟 三条市歴史民俗産業資料館
下町遺跡 室町〜安土・桃山 西大崎二丁目 三条市歴史民俗産業資料館
長野遺跡 縄文中期・後期 長野 下田郷資料館
赤松遺跡 縄文後期・晩期 大谷地 下田郷資料館
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県指定文化財

国指定文化財

（重要文化財）

1 2

4 5 6

3
※

7

10

8
※

9

11
※

12

市指定文化財　建造物
13※

市指定文化財　彫刻

15 16 17※14

22
24

29

25※ 26※
23

市指定文化財　考古資料
35※ 36※

37※

38
※

41
※

40

39

市指定文化財　古文書
32

市指定文化財　工芸品
30※ 31※

3433
※

18※ 20※ 21※19※

27 28※

し てい

しけん てい

けんぞうぶつ

ちょうこく

こ もんじょ

ここう し りょう

こう げいひん

（3）写
し ゃ

真
し ん

で見る三条市の文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

　文化財の名前などは，写真についている数字をもとに，102，103

ページの「三条市の文化財一
いち

覧
らん

表
ひょう

」で調
しら

べましょう。

104 105

県指定文化財

国指定文化財

（重要文化財）

1 2

4 5 6

3
※

7

10

8
※

9

11
※

12

市指定文化財　建造物
13※

市指定文化財　彫刻

15 16 17※14

22
24

29

25※ 26※
23

市指定文化財　考古資料
35※ 36※

37※

38
※

41
※

40

39

市指定文化財　古文書
32

市指定文化財　工芸品
30※ 31※

3433
※

18※ 20※ 21※19※
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主な遺跡
い せきおも

50

55※ 56 57※

58※ 59

市指定文化財　有形民俗 市指定文化財　風俗慣習

市指定文化財　民俗芸能

4645

47
※

44
※

市指定文化財　史跡・名勝
52※ 53※ 54※51※

48 49

市指定文化財　天然記念物

60

※は荒木常能氏 撮影・提供

荒沢遺跡（発掘の様子・ナイフ形石器）
あらさわ い せき よし の やはっくつ

うえ の はら ほ ないさんのうやま こ ふんぐんたてあなしきじゅうきょ

こう や しもちょうしゅつ ど ど き い ど

や

か えんがた ど き おうかんがた どき

ところ

せっ きよう す つかいの

上野原遺跡（竪穴式住居発掘の様子）

合屋遺跡（発掘の様子・出土土器）

吉野屋遺跡（お祈りに使った土の人形）

保内三王山古墳群（見学の様子）

下町遺跡（井戸を発掘した所・げた）

なが の あかまつ

42 長野遺跡 43 赤松遺跡（石の人形と矢じり）

火焔型土器 王冠型土器

し てい ぶん か ざい ゆう けい

し せき

てん ねん き ねん ぶつ

めいしょう

みん ぞく

げい のう

ふう ぞく かんしゅう
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【三条市名
め い

誉
よ

市
し

民
み ん

】

　三条市では，同市出
しゅっ

身
しん

で社会や文
ぶん

化
か

に大きな功
こうせき

績を残
のこ

した人
じんぶつ

物に対
たい

し
て，その功績と栄

えい

誉
よ

をたたえて「名誉市民」という称
しょう

号
ごう

を贈
おく

っています。
現
げんざい

在，三条市の名誉市民は６名です。どんな人物なのか，みなさんは知っ
ていますか。

・明
めい

治
じ

16年６月４日生まれ

・小学校卒
そつ

業
ぎょう

後，奥
おくはた

畑米
べいほう

峰という先生のもとで，３年間，漢学を学ぶ

・昭
しょう

和
わ

５年　東
とう

京
きょう

文
ぶん

理
り

科
か

大
だい

学
がく

の教
きょう

授
じ ゅ

になる

・昭和２年から30年あまりをかけて『大
だいかん

漢和
わ

辞
じ

典
てん

』を完成させる

・漢学研
けん

究
きゅう

の第
だい

一
いち

人
にん

者
しゃ

として，現在の天
てんのう

皇陛
へい

下
か

の名前「徳
なるひと

仁」の命
めいめい

名

にかかわる

・昭和57年12月８日，99歳
さい

で逝
せいきょ

去する

・明治26年８月11日生まれ

・東京の美
び

術
じゅつ

館
かん

で様
さま

々
ざま

な絵
かい

画
が

と出会い，絵を描
か

くことを一生の仕
し

事
ごと

に

したいと考える

・大正２年　東京美術学校日本画
が

科
か

に入学する

・大正７年　東京美術学校研究科
か

（大
だいがくいん

学院）にすすみ，大
やま

和
と

絵
え

を研究する

・代
だい

表
ひょう

作
さく

は「高
こう

野
や

草
そう

創
ぞう

」「大
やまと

和路
じ

の西
さい

行
ぎょう

」「石
せきぶつ

仏」などがある

・昭和52年に日本芸
げい

術
じゅつ

院
いん

会
かい

員
いん

となる

・昭和63年３月９日，94歳で逝去する

・明治40年４月21日生まれ

・昭和３年　東京写
しゃ

真
しん

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

　在
ざい

学
がく

中
ちゅう

に，『写
しゃしん

真月
げっぽう

報』に作
さくひん

品を発
はっ

表
ぴょう

する

・昭和25年　「日本写真家協
きょう

会
かい

」の設
せつりつ

立の発
ほっ

起
き

人
にん

・主
しゅさいしゃ

催者となる

・昭和33年から23年間，日本写真家協会の会長を務
つと

める

・代表作は「伊
い

勢
せ

神
じんぐう

宮」「宮
きゅう

殿
でん

」「迎
げいひんかん

賓館」などがある

・平
へい

成
せい

12年７月21日，93歳で逝去する

① 諸
もろはし

橋轍
てつ

次
じ

さん（漢
かんがくしゃ

学者）（1883年〜1982年）

② 岩
いわ

田
た

正
まさ

巳
み

さん（日
に

本
ほん

画
が

家
か

）（1893年〜1988年）

③ 渡
わたなべ

邉義
よし

雄
お

さん（写
しゃ

真
しん

家
か

）（1907年〜2000年）
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・明治33年１月24日生まれ

・生後３カ月で白
は

内
な い

障
しょう

を患
わずら

い，両
りょう

目
め

の視
し

力
りょく

を失
うしな

う

・明治38年，５歳の時に樋
ひ

口
ぐち

フジの弟
で し

子になり，瞽女修
し ゅ

行
ぎょう

を始
はじ

める

・８歳で初
はじ

めて巡
じゅん

業
ぎょう

に出る。昭和48年まで新
にいがたけん

潟県，山形県，福
ふくしま

島県を

巡
めぐ

る

・昭和53年　「瞽女唄
うた

」が「記
き

録
ろく

作
さくせい

成等
とう

の措
そ ち

置を講
こう

ずべき無
む

形
けい

文
ぶ ん か ざ い

化財

の選
せんたく

択」の認
にんてい

定を受
う

ける

・平成17年４月25日，105歳で逝去する

・明治41年２月３日生まれ

・昭和4年　脚
かっ

気
け

の療
りょう

養
よう

中
ちゅう

に華
か

道
どう

を学び，花
か

器
き

の制
せいさく

作を試
こころ

みる

・昭和8年　東京の展
てんらんかい

覧会で能
のう

面
めん

に魅
み

了
りょう

され，我
が

流
りゅう

で能面を制
せいさく

作する

・広
ひろかわ

川松
まつ

五
ご

郎
ろう

の書
しょせい

生となり，独
どく

自
じ

の技
ぎ

法
ほう

で人形制作を始める

・手
て す

漉き和
わ し

紙による「紙
し そ

塑人形」を自
みずか

ら編
あ

み出す

・代表作は「せんこはなび」「抱
ほうほう

包」などがある

・昭和５３年　新潟県美術家連
れん

盟
めい

理
り

事
じ

長
ちょう

に就
しゅうにん

任する

・平成17年６月12日，97歳で逝去する

・昭和13年１月23日生まれ
・昭和28年　三

さん

条
じょう

実
じつ

業
ぎょう

高
こう

校
こう

機
き

械
かい

科
か

に入学する
　硬

こう

式
しき

野
や

球
きゅう

部
ぶ

に入
にゅう

部
ぶ

し，エースとして活
かつやく

躍する
・昭和30年，読

よみうり

売ジャイアンツのスカウトに誘
さそ

われ，高校を中
ちゅう

退
た い

して
巨人に投

とう

手
しゅ

として入
にゅうだん

団する
・昭和35年　力

りきどうざん

道山に直
じき

訴
そ

して，日本プロレスに入
にゅう

門
も ん

する
・昭和40年　アメリカでの武

む

者
しゃ

修行中，NWA（全
ぜんべい

米レスリング同
どう

盟
めい

）インターナショナル・ヘビー級
きゅう

王
おう

座
ざ

になる
・平成10年12月５日の最

さい

後
ご

の試
し

合
あい

までリングに上がり続け，国内通算
５,７８５戦

せん

を達
たっせい

成する
・平成11年１月31日，61歳で逝去する

④ 小林ハルさん（瞽
ご ぜ

女：日本の女
じょせい

性の盲
もうじん

人芸
げい

術
じゅつ

家
か

）（1900年〜2005年）

⑤ 鶴
つるまき

巻三
さぶろう

郎さん（人形工
こう

芸
げい

作
さっ

家
か

）（1908年〜2005年）

⑥ ジャイアント馬
ば

場
ば

【本名：馬場正
しょう

平
へい

】
  （元プロ野

や

球
きゅう

選
せん

手
しゅ

・プロレスラー）（1938年〜1999年）
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○　自ら問いをもち，解決していく力を身に付けることがで
きるよう，副読本の中の子どもが，吹き出しの形で問いか
けます。

○　見やすく，親しみやすい副読本にするために，全ページ
をカラー印刷にしています。

○　授業で調べ学習を進める際，参考にすることができるよ
う，校区単位の事例についても，いくつか掲載していま
す。

○　資料をより活用できるものとするため，データや写真，
地図を可能な限り新しくしています。

　令和２年度より，小学校では現行の学習指導要領が施行されて
います。
　この学習指導要領では「生きる力」をより具体化し教育課程全
体を通して育成を目指す資質・能力を，生きて働く「知識・技
能」の習得，未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現
力等」の育成，学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向か
う力・人間性等」の涵養の三つの柱に整理しました。
　「わたしたちのまち三条」は，学習指導要領の理念を受け，次の
ような点に留意して，作成・改訂をしています。

　この副読本を手がかりに，子どもたちが「自分たちのまち三条」
について学び，社会的事象の特色をより深く考えるようになることを
期待します。

あ　と　が　き
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○この本の編集のためにご協力いただいた主な役所，会社等（順不同・敬称略）

三条市役所関係各課，大崎浄水場，三条市下水処理センター，三条市清掃セン

ター，一般廃棄物最終処分場（桑切埋立地），かんきょう庵，三条市消防本部，図

書館等複合施設まちやま，諸橋轍次記念館，三条市歴史民俗産業資料館，三条鍛冶

道場，厚生福祉会館，三条市総合福祉センター，子育て拠点施設すまいるランド・

あそぼって，三条市体育文化会館，三条ものづくり学校，三条・燕総合グラウン

ド，三条パール金属スタジアム，八木ヶ鼻温泉いい湯らてい，槻の森運動公園，三

条市水防学習館，燕三条地場産業振興センター，ウェルネスしただ，三条地域水道

用水供給企業団，新潟県警察本部，三条警察署，大面駐在所，刈谷田川右岸排水機

場，刈谷田川ダム，笠堀ダム，大谷ダム，新潟県三条地域振興局，新潟県長岡地域

振興局，ＪＲ北三条駅，JR東日本新潟支社，ＪAえちご中越，三条郵便局，特別養

護老人ホームうらだての里，日本下水道施設業協会，三条市商店街振興組合，三条

中央商店街振興組合，栄神楽保存会，八幡宮，本成寺，真宗大谷派三条別院，東山

寺，最明寺，栄北部株式会社，タダフサ，コロナ，諏訪田製作所，スノーピーク，

マルナオ，イオン三条店，生活協同組合コープにいがた，餃子の雪松（株式会社Ｙ

ＥＳ），JAえちご中越農産物直売所ただいまーと，ウオロク興野店，知遊堂三条

店，セブンイレブン三条西裏館店，クスリのアオキ三条北店，カネギフルーツ村，

アメヤ精肉店，金子誠，岩坂省三，佐藤真弥，伊部利一，熊倉睦，齊藤悟，齊藤真

澄，荒木常能，朝日航空
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